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小
学
校
）

6
口
　
町
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と
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8
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町
消
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想
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訓
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9
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協
議
会

n
口
　
郡
森
林
組
合
広
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併
調

　
　
印
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齢
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農
業
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町
民
つ
な
引
き
大
会
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農
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員
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総
会
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防
除
班
長
会
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即
口
　
献
血
（
浦
田
・
松
里
）

四
口
，
第
一
κ
回
町
民
体
育
大
会

鉤
H
　
農
業
共
済
連
絡
員
会
議

▼
8
月
の
予
定

4
H
　
真
夏
か
ま
く
ら
塾
（
6
H

　
　
　
ま
で
浦
田
）
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H
真
夏
の
雪
ま
つ
り
大
会

　
　
　
（
大
厳
寺
高
原
）

博
H
　
町
民
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　
　
　
大
会

26

H
　
歩
け
歩
け
大
会
（
予
定
）

　
　
　
　
　
編
集
後
記

今
年
の
梅
雨
は
例
年
に
な
く
．
雨
が

少
な
い
と
思
っ
て
い
た
ら
、
い
き
な

り
人
き
な
．
窟
に
見
舞
わ
れ
る
な
ど
、

．
率
．
順
な
天
候
に
驚
か
さ
れ
ま
す
。
秋

に
な
っ
て
．
長
雨
に
な
ら
な
け
れ
ば
良

い
の
で
す
が
…
…
。

七
月
は
町
民
体
育
大
会
を
は
じ
め
、

ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
沢
山
あ
り
ま
し
た
。

高
齢
化
の
進
む
松
之
山
で
す
が
、
一

人
一
人
が
身
体
を
動
か
し
元
気
で
生

活
し
た
い
も
の
で
す
。

　
も
う
す
ぐ
お
盆
。
町
の
人
口
が
急

に
増
加
し
、
県
外
ナ
ン
バ
ー
の
車
が

ど
っ
と
押
し
寄
せ
ま
す
。
交
通
事
故

を
起
さ
な
い
よ
う
、
ま
た
、
遭
わ
な

い
よ
う
ト
分
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

何
で
も
質
問
コ
ー
ナ
ー
は
休
み
ま
し
た
。

八
月
一
日
の
人
口

総
人
口
／
三
、
八
八
五
（
　
六
）

　
男
／
一
、
九
〇
〇
（
　
五
）

　
女
／
一
、
九
八
五
（
　
一
）

世
帯
数
／
一
、
一
八
八
（
　
○
）

（
）
内
は
七
月
一
日
と
の
比
較

▲
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広
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ま
八
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松
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二
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議
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事
務
局

土
曜
閉
庁
　
8
月
H
日
・
2
5
日
　
9
月
8
日
・
2
2
口

＊
出
生
・
死
亡
・
婚
姻
の
届
は
出
来
ま
す
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村
の
秋
ま
つ
り
が
終
る
と

各
農
家
で
は
一
斉
に

稲
刈
り
を
始
め
ま
す
。

今
年
の
作
柄
は
や
や
良
と

い
う
事
で
す
が

皆
さ
ん
の
所
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

湯
山
の
神
楽
祭
、

今
年
も
大
変
盛
大
に

行
わ
れ
ま
し
た
。



、

　
現
在
の
口
本
は
世
界
に
例
を
み

な
い
ほ
ど
高
齢
化
が
急
速
に
進
ん

で
い
長
す
。
、
平
均
寿
へ
叩
を
見
て
も

男
女
と
も
世
界
の
ト
ッ
ゾ
で
、
こ

の
先
長
だ
よ
だ
延
び
る
事
が
・
レ
想

さ
れ
、
百
歳
を
、
超
え
る
お
年
寄
り

も
、
そ
う
珍
し
い
事
で
は
な
く
な

る
の
で
は
な
い
で
し
長
う
か
。

　
我
、
松
之
山
町
も
高
齢
化
率
は

非
常
に
高
く
、
総
人
H
に
対
す
る

六
卜
歳
以
L
の
方
の
占
め
る
割
合

は
．
．
、
六
・
だ
．
％
レ
し
一
な
っ
て
お
り
ま

す
。
百
人
の
う
ち
．
．
一
卜
六
人
が
六

卜
歳
以
卜
．
の
方
と
い
う
よ
う
に
考

え
て
い
た
だ
け
れ
ば
分
か
り
や
す

い
と
旧
心
い
ま
す
。

いきいき人生100までも．〃
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町
内
で
も
高
齢
化
率
の
高
い
部

落
と
低
い
部
枠
洛
と
あ
り
よ
す
が
、

高
い
部
落
を
表
に
し
て
あ
り
ま
す

の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。
な
お
、
低

い
部
落
は
、
ど
の
年
代
で
も
松
之

山
部
落
が
．
悉
低
く
な
っ
て
い
ま

す
。　
さ
て
、
人
生
八
十
年
時
代
と
い

わ
れ
る
今
日
、
長
く
な
っ
た
老
後

の
生
活
を
い
か
に
充
実
さ
せ
て
生

き
る
か
が
、
こ
れ
か
ら
の
屯
”
要
な

課
題
で
す
。
若
い
貯
と
司
じ
よ
う

な
仕
事
は
川
来
な
く
な
り
ま
す
か

ら
、
白
分
の
年
齢
や
体
力
に
応
じ

た
仕
事
や
趣
味
を
見
っ
け
て
身
体

を
動
か
す
嘱
に
よ
り
、
足
腰
が
弱

ら
な
か
っ
た
り
ボ
ケ
防
止
．
に
も
な

ー
り
ま
す
。
白
分
で
川
』
米
る
も
の
は

積
極
的
に
や
る
よ
う
に
し
渋
し
ょ

う
Q

　
松
之
山
に
は
」
卜
・
歳
以
卜
．
の
お

年
寄
り
が
四
月
．
日
現
在
、
六
四

九
名
お
ら
れ
圭
す
。
人
口
比
率
に

し
ま
す
と
．
六
・
し
％
と
、
か
な

り
高
い
割
へ
H
に
な
り
ま
す
。
最
』
両

齢
の
方
は
．
人
水
越
の
福
．
原
タ
マ
さ

松之山町における高齢者数
4月1日現在の松之山町の人口3，876人

6墜以上0）人・11・415人136．5％

990人　125．5％65歳　　ノノ

649人　l　l6．7％70歳　　〃

各年代でお年寄りの多い部落

「東頸城健康のつどい」開催

　　　　　10月31日　浦川原村
　
新
潟
県
と
郡
内
町
村
・
医
師
会

が
中
心
と
な
っ
て
の
”
成
人
病
予

防
健
康
展
〃
が
、
十
月
三
十
一
日

に
浦
川
原
村
民
体
育
館
で
開
催
さ

れ
ま
す
。

　
こ
の
健
康
展
で
は
次
の
よ
う
な

コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
る
ほ
か
、
，

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や
記

今
心
講
演
も
行
わ
れ
ま
す
。

▼
成
人
病
予
防
コ
ー
ナ
i

　
成
人
病
予
防
の
パ
ネ
ル
展
承

　
東
頸
城
の
疾
病
状
況

　
看
護
用
品
の
展
示

▼
食
生
活
コ
ー
ナ
ー

　
郷
土
の
伝
承
料
理
紹
介

　
漬
物
と
塩
分
の
摂
取
状
況

▼
健
康
測
定
・
健
康
相
談

　
コ
ー
ナ
ー

　
血
圧
測
定
・
体
力
測
定

　
健
康
増
進
車
に
よ
り
体
力
度
を

　
測
定

　
健
康
管
理
や
健
康
問
題
に
つ
い

　
て
”
医
師
”
が
相
談
に
応
じ
ま

　
す
。

【
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
】

テ
ー
マ

コ
ニ
世
紀
の
高
齢
社
会
を
考
え

　
る
」

　
山
本
保
上
越
教
育
大
学
教
授
が

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
な
っ
て
活

を
さ
れ
ま
す
。

【
記
念
講
演
】

テ
ー
マ

「
い
き
い
き
生
き
る
～
ぽ
け
な
い

　
方
法
教
え
ま
す
」

講
師
　
早
川
一
光
先
生

　
　
　
京
都
堀
川
病
院
顧
問

　
当
町
か
ら
は
五
〇
名
の
参
加
予

｛
疋
で
す
。
参
加
希
望
者
は
、
九
月

下
旬
頃
部
落
の
衛
生
班
長
さ
ん
を

通
じ
て
、
回
覧
で
申
し
込
み
を
取

り
ま
す
の
で
、
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
　
各
地
区
か
ら
会
場
ま
で
マ
イ
ク

ロ
バ
ス
で
送
迎
し
ま
す
。

　
詳
し
い
こ
と
は
、
参
加
申
し
込

み
を
さ
れ
た
　
に
　
　
　
　
い
た

し
ま
す
．
‘

　
　
　
容
ψ
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す
　
　
　
　
　
ゆ

　
　
　
慾
㌧

　
　
　
　
　
　
　
　
n

ん
で
満
．
O
、
歳
（
明
治
、
．
、
年
・

生
ま
れ
）
、
卜
、
、
月
の
誕
生
H
が

来
る
と
．
O
，
、
歳
に
達
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
長
寿
記
録
を
延
ば
し

て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

　
現
在
、
松
之
山
町
に
は
九
〇
歳

以
L
の
方
が
ト
八
名
お
り
ま
す
。

．
兀
気
な
方
、
病
気
の
方
と
さ
ま
、
ざ

圭
で
す
が
、
少
し
で
も
生
き
が
い

を
強
く
持
っ
て
．
長
生
き
を
し
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

60歳以上 1 赤　　　倉 57．8％

2 中　　　尾 52．3％

3 月　　　池 52．1％

4 大　荒　戸 51．2％

5 小　　　　谷 49．0％

65歳以上 1 月　　　池 47．8％

2 下　蝦　池 38．5％

3 中　　　尾 38．3％

4 小　　　　谷 38．1％

5 藤　　　倉 36．3％

70歳以上 1 小　　　谷 25．4％

2 上　鰯　池 24．7％

3 中　　　尾 24．2％

4 中　立　山 23．8％

5 下　蝦　池 22．8％

松
之
山
町
の
高
齢
者
紹
介

①
福
原
タ
マ
さ
ん

②
保
坂
タ
ツ
さ
ん

③
相
沢
シ
サ
ノ
さ
ん

④
久
保
田
ヲ
ヨ
さ
ん

⑤
相
田
弥
吉
さ
ん

⑥
高
橋
ス
ミ
さ
ん

⑦
山
ロ
ト
メ
さ
ん

⑧
佐
藤
マ
チ
さ
ん

⑨
村
山
カ
ネ
さ
ん

⑩
高
橋
よ
志
さ
ん

⑪
小
野
塚
一
平
さ
ん

⑫
高
橋
ツ
ル
さ
ん

⑬
村
山
ハ
ル
さ
ん

⑭
久
保
田
和
七
さ
ん

⑮
久
保
田
コ
ヨ
さ
ん

⑯
高
橋
マ
ン
さ
ん

⑰
鈴
木
作
次
郎
さ
ん

⑱
竹
内
フ
ジ
さ
ん

⑲
高
橋
ワ
カ
さ
ん

⑳
丸
山
サ
イ
さ
ん
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）
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塩
分
の
摂
取
状
況

▼
健
康
測
定
・
健
康
相
談

　
コ
ー
ナ
ー

　
血
圧
測
定
・
体
力
測
定

　
健
康
増
進
車
に
よ
り
体
力
度
を

　
測
定

　
健
康
管
理
や
健
康
問
題
に
つ
い

　
て
”
医
師
”
が
相
談
に
応
じ
ま

　
す
。

【
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
】

テ
ー
マ

コ
ニ
世
紀
の
高
齢
社
会
を
考
え

　
る
」

　
山
本
保
上
越
教
育
大
学
教
授
が

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
な
っ
て
活

を
さ
れ
ま
す
。

【
記
念
講
演
】

テ
ー
マ

「
い
き
い
き
生
き
る
～
ぽ
け
な
い

　
方
法
教
え
ま
す
」

講
師
　
早
川
一
光
先
生

　
　
　
京
都
堀
川
病
院
顧
問

　
当
町
か
ら
は
五
〇
名
の
参
加
予

｛
疋
で
す
。
参
加
希
望
者
は
、
九
月

下
旬
頃
部
落
の
衛
生
班
長
さ
ん
を

通
じ
て
、
回
覧
で
申
し
込
み
を
取

り
ま
す
の
で
、
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
　
各
地
区
か
ら
会
場
ま
で
マ
イ
ク

ロ
バ
ス
で
送
迎
し
ま
す
。

　
詳
し
い
こ
と
は
、
参
加
申
し
込

み
を
さ
れ
た
　
に
　
　
　
　
い
た

し
ま
す
．
‘

　
　
　
容
ψ
　
　
．

　
　
　
　
イ
　
す
　
　
　
　
　
ゆ

　
　
　
慾
㌧

　
　
　
　
　
　
　
　
n

ん
で
満
．
O
、
歳
（
明
治
、
．
、
年
・

生
ま
れ
）
、
卜
、
、
月
の
誕
生
H
が

来
る
と
．
O
，
、
歳
に
達
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
長
寿
記
録
を
延
ば
し

て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

　
現
在
、
松
之
山
町
に
は
九
〇
歳

以
L
の
方
が
ト
八
名
お
り
ま
す
。

．
兀
気
な
方
、
病
気
の
方
と
さ
ま
、
ざ

圭
で
す
が
、
少
し
で
も
生
き
が
い

を
強
く
持
っ
て
．
長
生
き
を
し
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

60歳以上 1 赤　　　倉 57．8％

2 中　　　尾 52．3％

3 月　　　池 52．1％

4 大　荒　戸 51．2％

5 小　　　　谷 49．0％

65歳以上 1 月　　　池 47．8％

2 下　蝦　池 38．5％

3 中　　　尾 38．3％

4 小　　　　谷 38．1％

5 藤　　　倉 36．3％

70歳以上 1 小　　　谷 25．4％

2 上　鰯　池 24．7％

3 中　　　尾 24．2％

4 中　立　山 23．8％

5 下　蝦　池 22．8％

松
之
山
町
の
高
齢
者
紹
介

①
福
原
タ
マ
さ
ん

②
保
坂
タ
ツ
さ
ん

③
相
沢
シ
サ
ノ
さ
ん

④
久
保
田
ヲ
ヨ
さ
ん

⑤
相
田
弥
吉
さ
ん

⑥
高
橋
ス
ミ
さ
ん

⑦
山
ロ
ト
メ
さ
ん

⑧
佐
藤
マ
チ
さ
ん

⑨
村
山
カ
ネ
さ
ん

⑩
高
橋
よ
志
さ
ん

⑪
小
野
塚
一
平
さ
ん

⑫
高
橋
ツ
ル
さ
ん

⑬
村
山
ハ
ル
さ
ん

⑭
久
保
田
和
七
さ
ん

⑮
久
保
田
コ
ヨ
さ
ん

⑯
高
橋
マ
ン
さ
ん

⑰
鈴
木
作
次
郎
さ
ん

⑱
竹
内
フ
ジ
さ
ん

⑲
高
橋
ワ
カ
さ
ん

⑳
丸
山
サ
イ
さ
ん

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　満89　89　90　90　90　90　91　91　91　91　91　92　92　93　94　94　94　94　97　101

歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳
（
天
水
越
　
隠
居
）

（
松
口
　
富
勢
屋
）

（
小
谷
油
屋
）

（
新
田
　
惣
兵
工
）

（
大
荒
戸
　
中
屋
敷
）

（
中
尾
中
屋
敷
）

（
藤
倉
　
柿
の
木
）

（
天
水
越
栄
屋
）

（
赤
倉
新
屋
）

（
天
水
島
　
重
屋
）
■

（
東
川
　
し
も
）

（
天
水
島
　
　
西
）

（
松
之
山
隠
居
）

（
松
之
山
　
新
発
田
）

（
新
田
　
重
兵
工
）

（
黒
倉
中
林
）

（
下
蝦
池
　
福
田
屋
）

（
湯
之
島
　
大
し
た
）

（
天
水
島
・
豆
腐
屋
）

（
東
川
　
は
ず
れ
）



、

ー
ζ
ゆ
i

④

F。隻ll

無

「ワi

腿

頓
馳
、
知

デ￥

璽墓

一
千
人
が
真
夏
の
雪
ま
つ
り
を
楽
し
む
！

341
　　　　ψ

礁＿＿＿禰は

　
大
厳
寺
高
原
で
冬
か
ら
貯
蔵
し

て
お
い
た
弔
、
を
使
っ
て
開
催
さ
れ

る
「
真
夏
の
中
監
ま
つ
り
」
。
今
年
で

四
回
目
を
迎
え
、
訪
れ
る
観
光
客

や
地
元
の
方
も
年
ご
と
に
多
く
な

っ
て
、
す
っ
か
り
夏
の
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
定
着
し
ま
し
た
。

　
昨
年
は
途
中
よ
り
雨
に
降
ら
れ

大
変
残
今
心
だ
っ
た
の
で
す
が
、
今

回
は
．
人
気
に
恵
ま
れ
、
約
．
一
r
人

の
方
が
雪
ま
つ
り
の
会
場
を
訪
れ

て
、
真
夏
の
雪
を
楽
し
ん
で
行
き

ま
し
た
。

　
午
前
卜
一
時
よ
り
雪
L
広
場
で

競
技
や
ゲ
ー
ム
が
腓
好
さ
れ

各
種
目
に
沢
山
の
方
た
ち
が
チ
ー

ム
を
作
っ
て
参
加
し
て
く
れ
ま
し

た
。
ま
ず
最
初
に
行
わ
れ
た
の
が

　
”
雪
L
馬
ぞ
り
リ
レ
ー
”
。
四
人

一
組
で
一
名
を
そ
り
に
乗
せ
て
．
．
．

名
の
引
き
r
が
引
っ
ば
り
、
　
一
周

．
こ
と
に
乗
り
手
が
変
わ
る
と
い
う

こ
の
一
鋭
技
、
そ
り
が
途
中
で
引
っ

繰
り
返
っ
た
り
、
足
が
弔
暮
に
埋
っ

た
り
と
意
外
に
難
し
そ
う
で
、
各

チ
ー
ム
と
も
悪
戦
苫
闘
の
連
続
で

し
た
、

　
次
は
恒
例
の
．
壷
，
L
つ
な
引
き

大
会
”
。
男
性
、
．
、
名
・
女
性
一
．
名

で
チ
ー
ム
を
作
っ
て
の
出
場
で
す
。

こ
れ
は
ハ
ダ
シ
で
行
わ
れ
る
た
め
、

索
，
の
冷
た
さ
を
い
か
に
我
慢
で
き

る
か
が
勝
負
に
大
き
く
影
響
し
ま

す
。
ト
チ
ー
ム
が
出
場
し
た
こ
の

つ
な
引
き
、
地
元
の
一
酒
飲
み
チ
ー

ム
が
一
．
一
位
に
な
る
頑
張
り
を
み
せ

て
く
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
人
勢
が
象
、
加
で
き
る 1”職爵ず

ヤ　　　、ノ　　噸
ン

ケ、

努繍贈臨、
。足が冷たい・…！

幼　ハダシになっての雪上つな引き大会

〃
．
B
ー
ト
』
．
，

児
と
小
学
生
の
皆
さ
ん
が
人
変
楽

し
み
に
し
て
い
る
”
ジ
ャ
ン
ボ
岩

煎
の
つ
か
み
ど
り
”
が
、
続
け
て

実
施
さ
れ
、
特
に
岩
魚
の
つ
か
み

ど
り
に
は
人
変
沢
山
の
チ
供
た
ち

が
参
加
、
．
．
．
回
に
分
け
て
行
う
ほ

ど
好
．
評
で
し
た
。
中
に
は
五
〇
セ

、、

、
チ
ほ
ど
あ
る
岩
魚
を
つ
か
ま
え

た
．
r
供
も
い
て
、
お
母
さ
ん
を
ビ

ッ
ク
リ
さ
せ
て
い
渠
し
た
、

　
今
年
か
ら
新
し
く
”
雪
中
穴
掘

り
ゲ
ー
ム
”
と
”
弔
、
L
ウ
ル
ト
ラ

．拶
　
　
鰹
轟

秘
謹
蜷

聾夢

ヨ　　　　　　　のグ

大人も子供も一緒になってのジャンケン大会

「二の麦ワラボウシのおばさん誰一だ？」

雪上馬そりリレー

引っばる方も大変だけど乗ってる方は

もっと大変。　「冷めたいよ～」

　　　　●慧▽　　ひ

ワ
匪

．
礎
』

春
蓄
暑
蜘

曹
L
◎
．

　　　　　　　　　　　“聾

「ボクこんな大きな岩魚つかまえた」

40～50cmもあるジャンボ岩魚を手にする

湯山の松沢隆幸君

．
む

　
　
　
童

餌鰹

驚潔

早く地球まで掘ったチームが勝ち、でも雪が固いんです

ズ
よ
騨

慶膨1噸国幽、〆

子供たちに大人気の“ジャンボ岩魚のつかみどり。

そう簡単にはつかまりません。

O
×
ク
イ
ズ
”
が
加
わ
り
、
お
も

し
ろ
味
が
一
段
と
増
し
ま
し
た
。

穴
掘
り
ゲ
ー
ム
で
は
、
一
二
人
が
リ

レ
ー
式
で
早
く
土
ま
で
掘
っ
た
チ

ー
ム
が
勝
つ
と
い
う
も
の
で
す
が
、

早
く
郷
け
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
に

固
く
踏
み
締
め
て
あ
る
た
め
、
掘

る
の
に
大
変
苫
労
し
た
よ
う
で
し

た
。

　
午
後
、
、
時
過
ぎ
全
ゲ
ー
ム
が
終

ゴ
し
、
索
，
の
広
場
が
開
放
｝
・
」
れ
ま

す
と
、
大
人
か
ら
チ
ビ
ッ
子
ま
で

ど
っ
と
繰
り
出
し
、
ミ
ニ
ス
キ
ー

や
そ
り
、
雪
合
戦
な
ど
し
て
真
夏

　
の
雪
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
振
興
課
と
町
育
年
団
で
出
し
た

各
種
売
店
で
は
、
い
つ
も
行
列
が

出
来
る
ほ
ど
の
賑
わ
い
で
、
焼
そ

　
ば
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
・
か
き
氷
な

　
ど
が
飛
ぶ
よ
う
に
売
れ
て
い
ま
し

、
た
。
ま
た
、
岩
魚
の
塩
焼
き
も
焼

　
く
の
が
間
に
合
わ
な
い
ほ
ど
好
評

　
で
、
職
員
は
汗
び
っ
し
ょ
り
に
な

　
り
な
が
ら
注
文
に
応
じ
て
い
ま
し

　
た
。

　
　
雪
を
利
用
す
る
こ
の
よ
う
な
イ

　
ベ
ン
ト
が
い
つ
で
も
組
め
る
よ
う

　
に
な
れ
ば
最
高
な
ん
で
す
が
…
。

　
　
と
に
か
く
大
成
功
だ
っ
た
真
夏

　
の
雪
ま
つ
り
で
し
た
。

●

⑤
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た
。
ま
た
、
岩
魚
の
塩
焼
き
も
焼

　
く
の
が
間
に
合
わ
な
い
ほ
ど
好
評

　
で
、
職
員
は
汗
び
っ
し
ょ
り
に
な

　
り
な
が
ら
注
文
に
応
じ
て
い
ま
し

　
た
。

　
　
雪
を
利
用
す
る
こ
の
よ
う
な
イ

　
ベ
ン
ト
が
い
つ
で
も
組
め
る
よ
う

　
に
な
れ
ば
最
高
な
ん
で
す
が
…
。

　
　
と
に
か
く
大
成
功
だ
っ
た
真
夏

　
の
雪
ま
つ
り
で
し
た
。

●
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届
け
出
は
正
し
く
忘
れ
ず
に
！

　
国
民
年
金
の
加
入
者
は
大
き
く

三
つ
に
分
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
、
自
営
業
者
や
農
林
業
者
、

自
由
業
者
な
ど
の
方
で
、
厚
生
年

金
や
共
済
組
合
に
入
っ
て
い
な
い

方
を
（
第
一
号
被
保
険
者
）
と
い

い
ま
す
。
厚
生
年
金
保
険
や
共
済

組
合
の
加
入
者
は
（
第
二
号
被
保

険
者
）
で
す
。
こ
の
第
二
号
被
保

険
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者

（
奥
さ
ん
方
）
は
、
　
（
第
三
号
被

保
険
者
）
と
な
り
ま
す
。

　
二
十
歳
以
上
の
方
は
必
ず
ど
れ

か
の
年
金
に
加
入
し
て
い
た
だ
く

事
に
な
っ
て
い
る
訳
で
す
が
、
う

（第1号被保険者）

隻一）
サラリーマンの1サラリーマンの妻で

自営業を営む

っ
か
り
し
て
い
だ
り
制
度
を
知
ら

な
か
っ
た
り
し
て
加
入
し
て
お
ら

れ
な
い
方
が
時
々
見
う
け
ら
れ
ま

す
。
結
婚
し
た
り
会
社
を
止
め
た

り
し
た
と
き
は
、
国
民
年
金
の
加

入
．
喪
失
の
届
け
出
を
忘
れ
ず
に

し
て
く
だ
さ
い
。

　
事
業
主
の
皆
さ
ん
も
、
勤
務
さ

れ
て
い
る
従
業
員
の
奥
さ
ん
方
に

つ
い
て
、
第
三
号
被
保
険
者
の
届

け
出
が
き
ち
ん
と
行
わ
れ
て
い
る

か
ど
う
か
確
認
さ
れ
る
と
と
も
に
、

今
後
も
指
導
い
た
だ
く
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

　
　
　
　
）

　
　
　
　
　
　
出
す

へ
（

ハ
く
∀

　　第3号被保険者1

　　　夫の厚生年金制度

　　　からまとめて拠出

　　　市町村に届出をす

詠
　　　れば、保険料を納

　　　めなくてよい

ヘ
ヘ
も

父

ぐ

（
．
む

（
（

電話番号案内料金の

無料扱い
申し込みについて

　
電
話
番
号
案
内
（
一
〇
四
番
）

に
つ
い
て
は
、
受
益
者
負
担
の
考

え
方
に
よ
り
、
本
年
十
二
月
一
H

（
弄
定
）
か
ら
料
金
を
ご
負
担
（
一

番
号
案
内
に
つ
き
三
〇
円
）
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
目
や

上
肢
等
に
あ
る
程
度
以
L
の
障
害

を
お
持
ち
の
方
に
つ
い
て
は
、
従

来
ど
お
り
無
料
と
い
た
し
ま
す
の

で
、
次
に
よ
り
N
T
T
へ
お
中
し

込
み
く
だ
さ
い
。

▼
無
料
扱
い
の
対
象
と
な
る
方

○
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
で

　
次
の
障
害
を
有
す
る
方

．
一
～
六
級
で
視
覚
障
害
を
有
す

　
る
方

．
一
～
二
級
で
肢
体
不
自
由
（
卜
．

　
肢
・
体
幹
）
の
障
害
を
有
す
る

　
方
、
ま
た
乳
幼
児
期
以
前
の
非

　
進
行
性
の
脳
病
変
に
よ
る
運
動

　
機
能
障
害
を
有
す
る
方
。

・
戦
傷
病
者
手
帳
を
お
持
ち
で
次

　
の
障
害
を
有
す
る
方

．
重
度
障
害
の
程
度
が
特
別
項
症

　
～
第
六
項
症
で
視
力
障
害
を
有

　
す
る
方

．
特
別
．
項
症
～
第
二
項
』
症
で
L
肢

　
に
障
害
を
有
す
る
方

▼
N
T
T
へ
の
巾
込
み
方
法

　
九
月
一
H
か
ら
巾
込
み
受
付
を

　
開
始
し
ま
す
。
中
込
み
に
は
次

　
の
二
一
通
り
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

一
、
N
T
T
へ
ご
来
店
い
た
だ
く

方
法

　
身
体
障
害
者
手
帳
（
ま
た
は

　
戦
傷
病
者
手
帳
）
を
N
T
T
安

塚
営
業
所
へ
持
参
い
た
だ
き
（
代

　
理
の
方
で
も
良
い
）
、
所
定
の

、
申
請
書
を
提
出
し
て
い
た
だ
く

方
法
。

一
、
N
T
T
へ
巾
込
渥
と
r
帳
の

　
コ
ピ
ー
を
郵
送
し
て
い
た
だ
く

方
法

　
　
巾
込
書
と
f
帳
の
該
当
ペ

　
ー
“
ン
　
（
々
η
粕
…
・
后
」
臨
駅
釆
町
口
σ
・

　
級
別
・
．
屯
度
障
害
の
程
度
・

　
障
害
名
）
の
コ
ピ
ー
を
、
N

　
T
T
新
潟
支
社
へ
郵
送
し
て

　
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
申
込
書
と
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
及
び
郵
送
川
封
筒
（
料
金

受
取
人
払
い
）
は
、
N
T
T
安

塚
営
業
所
及
び
役
場
の
住
民
課

に
備
え
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

郵
送
を
ご
希
望
の
方
は
、
N
T

T
安
塚
営
業
所
へ
。
電
話
（
二
ー

二
二
〇
〇
番
V
で
請
求
し
て
く

だ
さ
い
。

罫∫

鑛・

　　／

ヤ乙1’

／／，

融
。

セ
、

7

　
救
急
医
療
及
び
救
急
業
務
に
対
し
て
、
住
民
の
皆

さ
ま
に
正
し
い
理
解
と
認
識
を
深
め
て
い
た
だ
こ
う

と
「
救
急
の
日
」
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

9月9日は

「救急の日」

火
災
・
救
急
は

九
番

ー
，
一
一
九
番
通
報
は

　
　
落
つ
い
て
正
確
に
ー

　
一
一
九
番
早
期
通
報
で
大
切
な

こ
と
は
、
次
の
四
点
で
す
。

①
火
災
・
救
急
の
別
ー
「
火
事
で

　
す
凶
ま
た
は
「
救
急
で
す
凶

②
場
所
ー
住
所
は
、
正
し
く
、
詳
し

　
く
。
目
印
に
な
る
店
の
名
前
な

　
ど
を
↓
一
、
口
い
、
分
か
り
や
す
く
場

　
所
を
伝
え
る
。

③
火
災
・
事
故
の
状
況
ー
正
確
に

　
分
か
り
や
す
く
．
．
酉
う
。

④
通
報
者
の
氏
名
・
連
絡
先
”
通

　
報
者
を
明
ら
か
に
す
る
。

※
救
急
法
の
指
導
依
頼
や
防
火
座
．

　
談
会
等
、
そ
の
他
消
防
に
関
す

　
る
こ
と
で
わ
か
ら
な
い
事
が
あ

　
っ
た
ら
気
軽
に
お
電
話
く
だ
さ

　
い
。
（
六
ー
一
．
、
．
一
．
．
∵
O
番
で
．
す
）

救
急
車
が
新
し
く
な
り
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
冬
も
万
全
な
4
W
D

　
今
年
八
月
、
松
之
山
分
遣
所
に

日
赤
新
潟
県
支
部
よ
り
、
二
八
O

O
C
C
・
デ
ィ
ー
ゼ
ル
四
輪
駆
動

の
救
急
車
が
配
置
さ
れ
ま
し
た
。

　
冬
の
救
急
業
務
に
威
力
を
発
揮

し
て
く
れ
る
も
の
と
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
な
お
、
古
い
救
急
躯
は
L
、
越
南

消
防
署
水
難
救
助
隊
で
、
装
い
も

新
た
に
し
て
再
活
躍
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

8月より松之山分遣所に配備された救急車、

冬に強い四輪駆動で車内の設備も万全です

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝二　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『』ニ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　』　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿ン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＝　　　　　　　　　　　　　　　　　　皿一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　；　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　二　　　　　　　　　　　　　＝72　　　　　　　　　　　　　二7　　　　　　　　　　　　＝　　　　　　　　　　　＝　　　　　　　　　　　じ　　　　　　　　　　　　ニ　　　　　　　　　　T；こ　　　　　　　　　二　　　　　　　　　二　　　　　　　　＃二7　　　　　　　；　　　　　　＃　　　　　　二　　　　　一　　　一　　　　一　　　　　T　　
＝　；

』乙＝

　　　　　＝．二＝τ　　　　＝　　　一　　　』　　㎝　』　一＝需

「
か
な
や
の
里
し

職
員
募
集

　
社
会
福
祉
法
人
卜
．
越
福
祉
会
「
か

な
や
の
里
」
の
職
員
を
次
の
よ
う

に
募
集
し
ま
す
。

▽
募
渠
職
種

　
直
接
処
遇
職
員
・
看
護
婦
・
調
，

　
旺
匹
薯
、

　
タ
に
ヨ
ノ

▽
募
集
人
員

各
職
種
と
も
若
f
名

▽
巾
込
期
限

　
．
平
成
、
、
年
卜
月
．
H
～
十
．
五
日

▽
．
次
試
験
　
卜
月
二
十
八
H

▽
受
験
資
格

　
L
越
地
域
に
住
所
を
有
す
る
者
、

　
ま
た
は
、
父
母
等
生
計
の
中
心

　
者
の
住
所
が
あ
る
者
（
平
成
性

　
年
卜
月
↓
H
現
在
）

　
各
職
種
ご
と
に
年
齢
制
限
、
免

許
・
資
格
要
件
等
有
り

▽
巾
し
込
み
・
問
合
せ

　
詳
し
い
、

営
験
案
内
・
巾
し
込
み

　
川
紙
は
、
か
な
や
の
坦
庶
務
課

　
に
あ
り
ま
す
。

〒
九
四
．
．
↓

　
卜
．
越
市
人
｛
．
r
．
卜
馬
場
．
五
七
六
番

　
地
ヒ
八
　
か
な
や
の
胆
．

中
喝
年
岨
O
、
．
．
瓦
五
「
二
二
i
一
一
．
一

　
．
O

⑦
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届
け
出
は
正
し
く
忘
れ
ず
に
！

　
国
民
年
金
の
加
入
者
は
大
き
く

三
つ
に
分
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
、
自
営
業
者
や
農
林
業
者
、

自
由
業
者
な
ど
の
方
で
、
厚
生
年

金
や
共
済
組
合
に
入
っ
て
い
な
い

方
を
（
第
一
号
被
保
険
者
）
と
い

い
ま
す
。
厚
生
年
金
保
険
や
共
済

組
合
の
加
入
者
は
（
第
二
号
被
保

険
者
）
で
す
。
こ
の
第
二
号
被
保

険
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者

（
奥
さ
ん
方
）
は
、
　
（
第
三
号
被

保
険
者
）
と
な
り
ま
す
。

　
二
十
歳
以
上
の
方
は
必
ず
ど
れ

か
の
年
金
に
加
入
し
て
い
た
だ
く

事
に
な
っ
て
い
る
訳
で
す
が
、
う

（第1号被保険者）

隻一）
サラリーマンの1サラリーマンの妻で

自営業を営む

っ
か
り
し
て
い
だ
り
制
度
を
知
ら

な
か
っ
た
り
し
て
加
入
し
て
お
ら

れ
な
い
方
が
時
々
見
う
け
ら
れ
ま

す
。
結
婚
し
た
り
会
社
を
止
め
た

り
し
た
と
き
は
、
国
民
年
金
の
加

入
．
喪
失
の
届
け
出
を
忘
れ
ず
に

し
て
く
だ
さ
い
。

　
事
業
主
の
皆
さ
ん
も
、
勤
務
さ

れ
て
い
る
従
業
員
の
奥
さ
ん
方
に

つ
い
て
、
第
三
号
被
保
険
者
の
届

け
出
が
き
ち
ん
と
行
わ
れ
て
い
る

か
ど
う
か
確
認
さ
れ
る
と
と
も
に
、

今
後
も
指
導
い
た
だ
く
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

　
　
　
　
）

　
　
　
　
　
　
出
す

へ
（

ハ
く
∀

　　第3号被保険者1

　　　夫の厚生年金制度

　　　からまとめて拠出

　　　市町村に届出をす

詠
　　　れば、保険料を納

　　　めなくてよい

ヘ
ヘ
も

父

ぐ

（
．
む

（
（

電話番号案内料金の

無料扱い
申し込みについて

　
電
話
番
号
案
内
（
一
〇
四
番
）

に
つ
い
て
は
、
受
益
者
負
担
の
考

え
方
に
よ
り
、
本
年
十
二
月
一
H

（
弄
定
）
か
ら
料
金
を
ご
負
担
（
一

番
号
案
内
に
つ
き
三
〇
円
）
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
目
や

上
肢
等
に
あ
る
程
度
以
L
の
障
害

を
お
持
ち
の
方
に
つ
い
て
は
、
従

来
ど
お
り
無
料
と
い
た
し
ま
す
の

で
、
次
に
よ
り
N
T
T
へ
お
中
し

込
み
く
だ
さ
い
。

▼
無
料
扱
い
の
対
象
と
な
る
方

○
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
で

　
次
の
障
害
を
有
す
る
方

．
一
～
六
級
で
視
覚
障
害
を
有
す

　
る
方

．
一
～
二
級
で
肢
体
不
自
由
（
卜
．

　
肢
・
体
幹
）
の
障
害
を
有
す
る

　
方
、
ま
た
乳
幼
児
期
以
前
の
非

　
進
行
性
の
脳
病
変
に
よ
る
運
動

　
機
能
障
害
を
有
す
る
方
。

・
戦
傷
病
者
手
帳
を
お
持
ち
で
次

　
の
障
害
を
有
す
る
方

．
重
度
障
害
の
程
度
が
特
別
項
症

　
～
第
六
項
症
で
視
力
障
害
を
有

　
す
る
方

．
特
別
．
項
症
～
第
二
項
』
症
で
L
肢

　
に
障
害
を
有
す
る
方

▼
N
T
T
へ
の
巾
込
み
方
法

　
九
月
一
H
か
ら
巾
込
み
受
付
を

　
開
始
し
ま
す
。
中
込
み
に
は
次

　
の
二
一
通
り
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

一
、
N
T
T
へ
ご
来
店
い
た
だ
く

方
法

　
身
体
障
害
者
手
帳
（
ま
た
は

　
戦
傷
病
者
手
帳
）
を
N
T
T
安

塚
営
業
所
へ
持
参
い
た
だ
き
（
代

　
理
の
方
で
も
良
い
）
、
所
定
の

、
申
請
書
を
提
出
し
て
い
た
だ
く

方
法
。

一
、
N
T
T
へ
巾
込
渥
と
r
帳
の

　
コ
ピ
ー
を
郵
送
し
て
い
た
だ
く

方
法

　
　
巾
込
書
と
f
帳
の
該
当
ペ

　
ー
“
ン
　
（
々
η
粕
…
・
后
」
臨
駅
釆
町
口
σ
・

　
級
別
・
．
屯
度
障
害
の
程
度
・

　
障
害
名
）
の
コ
ピ
ー
を
、
N

　
T
T
新
潟
支
社
へ
郵
送
し
て

　
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
申
込
書
と
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
及
び
郵
送
川
封
筒
（
料
金

受
取
人
払
い
）
は
、
N
T
T
安

塚
営
業
所
及
び
役
場
の
住
民
課

に
備
え
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

郵
送
を
ご
希
望
の
方
は
、
N
T

T
安
塚
営
業
所
へ
。
電
話
（
二
ー

二
二
〇
〇
番
V
で
請
求
し
て
く

だ
さ
い
。
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救
急
医
療
及
び
救
急
業
務
に
対
し
て
、
住
民
の
皆

さ
ま
に
正
し
い
理
解
と
認
識
を
深
め
て
い
た
だ
こ
う

と
「
救
急
の
日
」
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

9月9日は

「救急の日」

火
災
・
救
急
は

九
番

ー
，
一
一
九
番
通
報
は

　
　
落
つ
い
て
正
確
に
ー

　
一
一
九
番
早
期
通
報
で
大
切
な

こ
と
は
、
次
の
四
点
で
す
。

①
火
災
・
救
急
の
別
ー
「
火
事
で

　
す
凶
ま
た
は
「
救
急
で
す
凶

②
場
所
ー
住
所
は
、
正
し
く
、
詳
し

　
く
。
目
印
に
な
る
店
の
名
前
な

　
ど
を
↓
一
、
口
い
、
分
か
り
や
す
く
場

　
所
を
伝
え
る
。

③
火
災
・
事
故
の
状
況
ー
正
確
に

　
分
か
り
や
す
く
．
．
酉
う
。

④
通
報
者
の
氏
名
・
連
絡
先
”
通

　
報
者
を
明
ら
か
に
す
る
。

※
救
急
法
の
指
導
依
頼
や
防
火
座
．

　
談
会
等
、
そ
の
他
消
防
に
関
す

　
る
こ
と
で
わ
か
ら
な
い
事
が
あ

　
っ
た
ら
気
軽
に
お
電
話
く
だ
さ

　
い
。
（
六
ー
一
．
、
．
一
．
．
∵
O
番
で
．
す
）

救
急
車
が
新
し
く
な
り
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
冬
も
万
全
な
4
W
D

　
今
年
八
月
、
松
之
山
分
遣
所
に

日
赤
新
潟
県
支
部
よ
り
、
二
八
O

O
C
C
・
デ
ィ
ー
ゼ
ル
四
輪
駆
動

の
救
急
車
が
配
置
さ
れ
ま
し
た
。

　
冬
の
救
急
業
務
に
威
力
を
発
揮

し
て
く
れ
る
も
の
と
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
な
お
、
古
い
救
急
躯
は
L
、
越
南

消
防
署
水
難
救
助
隊
で
、
装
い
も

新
た
に
し
て
再
活
躍
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

8月より松之山分遣所に配備された救急車、

冬に強い四輪駆動で車内の設備も万全です

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝二　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『』ニ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　』　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿ン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＝　　　　　　　　　　　　　　　　　　皿一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　；　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　二　　　　　　　　　　　　　＝72　　　　　　　　　　　　　二7　　　　　　　　　　　　＝　　　　　　　　　　　＝　　　　　　　　　　　じ　　　　　　　　　　　　ニ　　　　　　　　　　T；こ　　　　　　　　　二　　　　　　　　　二　　　　　　　　＃二7　　　　　　　；　　　　　　＃　　　　　　二　　　　　一　　　一　　　　一　　　　　T　　
＝　；

』乙＝

　　　　　＝．二＝τ　　　　＝　　　一　　　』　　㎝　』　一＝需

「
か
な
や
の
里
し

職
員
募
集

　
社
会
福
祉
法
人
卜
．
越
福
祉
会
「
か

な
や
の
里
」
の
職
員
を
次
の
よ
う

に
募
集
し
ま
す
。

▽
募
渠
職
種

　
直
接
処
遇
職
員
・
看
護
婦
・
調
，

　
旺
匹
薯
、

　
タ
に
ヨ
ノ

▽
募
集
人
員

各
職
種
と
も
若
f
名

▽
巾
込
期
限

　
．
平
成
、
、
年
卜
月
．
H
～
十
．
五
日

▽
．
次
試
験
　
卜
月
二
十
八
H

▽
受
験
資
格

　
L
越
地
域
に
住
所
を
有
す
る
者
、

　
ま
た
は
、
父
母
等
生
計
の
中
心

　
者
の
住
所
が
あ
る
者
（
平
成
性

　
年
卜
月
↓
H
現
在
）

　
各
職
種
ご
と
に
年
齢
制
限
、
免

許
・
資
格
要
件
等
有
り

▽
巾
し
込
み
・
問
合
せ

　
詳
し
い
、

営
験
案
内
・
巾
し
込
み

　
川
紙
は
、
か
な
や
の
坦
庶
務
課

　
に
あ
り
ま
す
。

〒
九
四
．
．
↓

　
卜
．
越
市
人
｛
．
r
．
卜
馬
場
．
五
七
六
番

　
地
ヒ
八
　
か
な
や
の
胆
．

中
喝
年
岨
O
、
．
．
瓦
五
「
二
二
i
一
一
．
一

　
．
O

⑦
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メ

み
ん
な
元
気
に
ゴ
ー
ル
を
め
ざ
せ
第
三
回
歩
け
歩
鉱
嚢
ぞ
嚇
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
大
撤
寺
ト
愚
原
の
お
い
し
い
空
気

を
胸
い
っ
ば
い
吸
い
な
が
ら
元
気

に
歩
い
て
体
力
づ
く
り
、
〈
ラ
年
で

第
三
回
目
を
迎
え
た
”
歩
け
歩
け

大
会
”
が
、
残
暑
の
ま
だ
厳
し
い

八
月
二
十
六
日
に
実
施
さ
れ
ま
し

た
。

　
、
・
」
の
日
の
大
会
に
は
、
親
子
連

れ
を
中
心
に
四
十
置
名
の
方
が
参

加
し
て
、
く
れ
ま
し
た
。

　
九
時
よ
り
開
会
式
と
コ
ー
ス
の

説
明
が
行
わ
れ
、
九
時
半
に
三
キ

ロ
コ
ー
ス
と
十
キ
ロ
コ
ー
ス
の
二

班
に
分
か
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
出
発

し
て
行
き
ま
し
た
。

ニ
キ
ロ
コ
ー

ス
も
上
り
下
り
の
激
し
い
所
が
沢

山
あ
り
、
小
さ
い
子
供
た
ら
に
は

ち
ょ
っ
と
厳
し
い
道
で
◎
が
、
お

創
さ
ん
や
お
父
さ
ん
に
励
ま
さ
れ

な
が
ら
、
全
員
コ
ー
ル
ま
で
歩
き

通
す
雫
が
出
来
ま
し
た
。

　
コ
ー
ル
地
点
で
は
、
今
年
も
嵩

年
団
の
比
白
さ
ん
が
豚
汁
を

作
っ
⊂

待
っ
て
お
り
、
い
っ
ば
い
歩
い
て

お
腹
の
空
い
た
参
加
者
を
喜
ば
せ

ま
し
た
。
来
年
は
も
っ
と
大
勢
の

万
に
参
加
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

φ

櫛

．響、：罰11

憶鮮撫

午前9時半、大厳寺の駐車場を

出発する参加者たち

⑧

黒倉の皆さんも一緒になってフォークダンスを

楽しみました

2
黒
倉
の
皆
さ
ん
と
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
で
交
流
会

　
東
京
東
久
留
米
而
の
フ
ォ
ー
ク

ダ
ン
ス
ワ
ル
ー
ブ
と
、
而
の
吹
奏

楽
団
の
一
行
五
十
二
名
が
、
八
月

四
臼
＼
五
日
の
二
日
間
黒
倉
部
落

を
訪
れ
、
旧
黒
倉
分
校
の
校
舎
で

合
宿
を
行
い
ま
し
た
。

　
黒
倉
に
は
、
匿
年
と
八
ラ
年
春
の

一
画
、
更
久
留
米
市
の
子
供
た
ち

が
合
宿
に
訪
れ
て
お
り
、
そ
の
子

供
た
ち
か
ら
松
之
山
の
素
晴
し
さ

を
聞
い
た
こ
の
二
つ
の
ワ
ル
ー
フ

が
、
今
回
黒
倉
に
や
っ
て
来
た
と

い
う
訳
で
◎
。

　
四
日
の
午
後
黒
倉
入
り
し
た
㎜

行
は
、
夜
の
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
や

の
準
備
や
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
の
練

習
な
ど
し
て
夜
に
備
え
ま
し
た
。

　
夜
は
黒
倉
の
皆
さ
ん
も
加
わ
り
、

キ
ヤ
ノ
ラ
フ
ア
イ
セ
ー
を
囲
ん
で

フ
ォ
ク
ー
ダ
ン
ス
や
歌
、
花
火
大

会
な
ど
を
一
緒
に
楽
し
み
ま
し
た
。

最
近
あ
ま
り
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
を

踊
ら
な
く
な
っ
た
よ
う
で
す
が
＼

種
類
も
沢
山
あ
っ
て
比
較
的
簡
単

に
覚
え
ら
れ
る
の
で
、
キ
や
ン
プ

の
時
な
ど
踊
っ
て
み
た
ら
い
か
が

で
す
か
？

溺置挿嚇

》

綴

キャンプファイヤーに火が入り、踊りも

最高潮に達します

ー
　
　
＼
剃
議
　
　
侮

◎

翁

3
終
戦
か
ら
45
年
松
之
山
で
戦
没
者
慰
霊
祭

　
昭
相
㎜
十
臼
、
第
…
駅
世
界
大

戦
が
自
本
の
敗
戦
と
い
つ
形
で
終

わ
り
、
そ
れ
か
ら
四
ー
五
年
と
い

つ
歳
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。

　
現
石
で
は
戦
争
を
盆
く
知
ら
な

い
世
代
の
乃
が
多
い
は
ど
、
過
去
の

事
に
な
ろ
う
と
し
r
、
い
ま
◎
。
し

か
し
、
大
切
な
医
や
．
～
供
、
兄
弟

な
ど
を
戦
争
で
亡
！
匁
さ
れ
た
遺
族

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
糠

の
、
乃
に
と
つ
C
は
、
忘
れ
る
串
の

で
き
な
い
亨
い
出
来
串
と
し
て
心

に
残
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
弓
。

　
町
で
、
は
、
こ
の
戦
浸
者
の
霊
を

慰
め
る
た
め
勧
a
慰
霊
祭
を
行
つ

て
お
り
ま
弓
が
、
今
鴛
も
残
需
の

撤
し
い
ハ
月
π
f
『
日
に
松
之
山

公
会
堂
σ
し
め
や
か
に
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
国
会
、
議
員
の
局
鳥
修
氏
や
郡
遺

族
会
の
余
伎
、
勘
役
ら
が
参
列
し

た
は
か
、
町
内
の
遺
族
の
皆
さ
ん

『
七
〇
名
は
ど

が
参
列
し
、
公
会

堂
が
一
林
に
な
り
ま
し
た
。

　
八
人
の
導
帥
に
よ
る
読
経
が
静

か
に
流
れ
る
中
、
遺
族
の
皆
さ
ん

が
次
々
と
焼
杏
に
ぬ
ち
戦
没
者
の

霊
を
慰
さ
め
て
い
ま
し
た
。

ぎ
。欝

、
・
4

解
蒜

馨議撃　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
露層繭黙襲欝鞭警欝塾饗響難

ネットは2mと低いのですが、ボールが柔ら

かいのでなかなか思うようにいきません

4
第
3
回
ミ
一

亀
尋

つ

B
，
も

レ

遙　蕃　』』　　　饗一羅　｛　　隻一

　　大勢の遺族の方が参列して戦没者の

　　霊を慰めました

ム
磁

　
松
之
山
町
農
協
庄
管
の
”
第
三

回
ミ
、
ニ
バ
レ
ー
ホ
ー
ル
大
会
”
が
、

ハ
月
十
九
日
（
日
）
町
民
体
禽
館

で
開
催
さ
れ
、
三
つ
の
フ
巳
ッ
ク

に
三
十
一
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し

た
、　
コ
ム
制
の
大
き
く
条
ら
か
い
ポ

ー
ル
を
仲
つ
て
行
う
ミ

八
レ
ー

ホ
ー
ル
は
、
～
供
か
ら
ち
ょ
っ
と

年
配
の
方
ま
で
気
軽
に
楽
し
め
る

ス
ポ
ー
ツ
で
＼
こ
れ
か
ら
も
っ
と

人
気
が
出
る
と
思
い
ま
◎
、

　
試
合
は
．
男
女
混
合
フ
日
ッ
？

女
性
フ
ロ
ッ
ク
・
フ
ア
、
♪
、
リ

ー
フ

一
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　
　
斜
チ
ー
ム
が
参
加

ロ
ッ
ク
の

ち
に
分
か
れ
て
．
循
わ

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ノ
ロ
ツ
ク
ぐ
悔

勝
争
い
が
展
脚
さ
れ
δ
し
た
。

　
成
績
の
乃
は
大
変
多
．
∈
の
ヲ
ー

ム
が
参
加
し
た
面
川
地
〆
勢
が
強

く
、
ど
の
フ
ロ
ッ
ワ
で
も
上
位
を

占
め
て
し
ま
い
ま
し
た
、

　
ま
た
、
途
中
σ
、
狛
わ
れ
た
．
予
供

た
ち
の
ジ
や
ン
ク
ン
大
会
。
肝
資

同
様
、
保
自
園
児
が

仙
と
な
り

関
係
者
を
嶽
ば
拶
ぴ
し
た
。

▼
成
　
績

◎
男
女
混
合
ノ
ロ
ツ
ク

一
位
　
頭
川
第

川
～
ー
ム

も
　
募
月
鋳
二
矧
ブ
ー
∠

・
葡
　
な
ん
と
か
な
る
さ
チ
ー
ム

＠
々
朝
ブ
ロ
ツ
ク

一
位
　
踊
る
ボ
ン
ポ
」
リ
ン

　
位
　
穿
川
第

珊
チ
ー
ム

ニ
位
　
浦
田
B
チ
ー
ム

＠
フ
ァ
、
、
リ
ー
ブ
ロ
ツ
ク

一
柏
　
r
鰍
池
C
チ
ー
ム

帝
　
藤
目
く

ハ
臼
チ
ー
ム

　

Ω
　
ト
フ
ァ
イ
タ
1
ズ
チ
ー
ム

▽
シ
）
ン
つ
ン
汰
ハ
ム

檀
　
滞
沢

久
君
（
猪
之
名
）

⑨
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い
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気

に
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、
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ラ
年
で

第
三
回
目
を
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え
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歩
け
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け

大
会
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が
、
残
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の
ま
だ
厳
し
い

八
月
二
十
六
日
に
実
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・
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の
日
の
大
会
に
は
、
親
子
連
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を
中
心
に
四
十
置
名
の
方
が
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加
し
て
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く
れ
ま
し
た
。

　
九
時
よ
り
開
会
式
と
コ
ー
ス
の

説
明
が
行
わ
れ
、
九
時
半
に
三
キ

ロ
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ス
と
十
キ
ロ
コ
ー
ス
の
二

班
に
分
か
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
出
発

し
て
行
き
ま
し
た
。

ニ
キ
ロ
コ
ー

ス
も
上
り
下
り
の
激
し
い
所
が
沢

山
あ
り
、
小
さ
い
子
供
た
ら
に
は

ち
ょ
っ
と
厳
し
い
道
で
◎
が
、
お

創
さ
ん
や
お
父
さ
ん
に
励
ま
さ
れ

な
が
ら
、
全
員
コ
ー
ル
ま
で
歩
き

通
す
雫
が
出
来
ま
し
た
。

　
コ
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ル
地
点
で
は
、
今
年
も
嵩

年
団
の
比
白
さ
ん
が
豚
汁
を

作
っ
⊂

待
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て
お
り
、
い
っ
ば
い
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お
腹
の
空
い
た
参
加
者
を
喜
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せ

ま
し
た
。
来
年
は
も
っ
と
大
勢
の

万
に
参
加
し
て
ほ
し
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で
す
ね
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楽しみました
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流
会
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の
二
つ
の
ワ
ル
ー
フ

が
、
今
回
黒
倉
に
や
っ
て
来
た
と

い
う
訳
で
◎
。

　
四
日
の
午
後
黒
倉
入
り
し
た
㎜

行
は
、
夜
の
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
や

の
準
備
や
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
の
練

習
な
ど
し
て
夜
に
備
え
ま
し
た
。

　
夜
は
黒
倉
の
皆
さ
ん
も
加
わ
り
、

キ
ヤ
ノ
ラ
フ
ア
イ
セ
ー
を
囲
ん
で

フ
ォ
ク
ー
ダ
ン
ス
や
歌
、
花
火
大

会
な
ど
を
一
緒
に
楽
し
み
ま
し
た
。

最
近
あ
ま
り
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
を

踊
ら
な
く
な
っ
た
よ
う
で
す
が
＼

種
類
も
沢
山
あ
っ
て
比
較
的
簡
単

に
覚
え
ら
れ
る
の
で
、
キ
や
ン
プ

の
時
な
ど
踊
っ
て
み
た
ら
い
か
が

で
す
か
？

溺置挿嚇

》

綴

キャンプファイヤーに火が入り、踊りも

最高潮に達します

ー
　
　
＼
剃
議
　
　
侮

◎

翁

3
終
戦
か
ら
45
年
松
之
山
で
戦
没
者
慰
霊
祭

　
昭
相
㎜
十
臼
、
第
…
駅
世
界
大

戦
が
自
本
の
敗
戦
と
い
つ
形
で
終

わ
り
、
そ
れ
か
ら
四
ー
五
年
と
い

つ
歳
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。

　
現
石
で
は
戦
争
を
盆
く
知
ら
な

い
世
代
の
乃
が
多
い
は
ど
、
過
去
の

事
に
な
ろ
う
と
し
r
、
い
ま
◎
。
し

か
し
、
大
切
な
医
や
．
～
供
、
兄
弟

な
ど
を
戦
争
で
亡
！
匁
さ
れ
た
遺
族

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
糠

の
、
乃
に
と
つ
C
は
、
忘
れ
る
串
の

で
き
な
い
亨
い
出
来
串
と
し
て
心

に
残
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
弓
。

　
町
で
、
は
、
こ
の
戦
浸
者
の
霊
を

慰
め
る
た
め
勧
a
慰
霊
祭
を
行
つ

て
お
り
ま
弓
が
、
今
鴛
も
残
需
の

撤
し
い
ハ
月
π
f
『
日
に
松
之
山

公
会
堂
σ
し
め
や
か
に
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
国
会
、
議
員
の
局
鳥
修
氏
や
郡
遺

族
会
の
余
伎
、
勘
役
ら
が
参
列
し

た
は
か
、
町
内
の
遺
族
の
皆
さ
ん

『
七
〇
名
は
ど

が
参
列
し
、
公
会

堂
が
一
林
に
な
り
ま
し
た
。

　
八
人
の
導
帥
に
よ
る
読
経
が
静

か
に
流
れ
る
中
、
遺
族
の
皆
さ
ん

が
次
々
と
焼
杏
に
ぬ
ち
戦
没
者
の

霊
を
慰
さ
め
て
い
ま
し
た
。

ぎ
。欝

、
・
4

解
蒜

馨議撃　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
露層繭黙襲欝鞭警欝塾饗響難

ネットは2mと低いのですが、ボールが柔ら

かいのでなかなか思うようにいきません

4
第
3
回
ミ
一

亀
尋

つ

B
，
も

レ

遙　蕃　』』　　　饗一羅　｛　　隻一

　　大勢の遺族の方が参列して戦没者の

　　霊を慰めました

ム
磁

　
松
之
山
町
農
協
庄
管
の
”
第
三

回
ミ
、
ニ
バ
レ
ー
ホ
ー
ル
大
会
”
が
、

ハ
月
十
九
日
（
日
）
町
民
体
禽
館

で
開
催
さ
れ
、
三
つ
の
フ
巳
ッ
ク

に
三
十
一
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し

た
、　
コ
ム
制
の
大
き
く
条
ら
か
い
ポ

ー
ル
を
仲
つ
て
行
う
ミ

八
レ
ー

ホ
ー
ル
は
、
～
供
か
ら
ち
ょ
っ
と

年
配
の
方
ま
で
気
軽
に
楽
し
め
る

ス
ポ
ー
ツ
で
＼
こ
れ
か
ら
も
っ
と

人
気
が
出
る
と
思
い
ま
◎
、

　
試
合
は
．
男
女
混
合
フ
日
ッ
？

女
性
フ
ロ
ッ
ク
・
フ
ア
、
♪
、
リ

ー
フ

一
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　
　
斜
チ
ー
ム
が
参
加

ロ
ッ
ク
の

ち
に
分
か
れ
て
．
循
わ

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ノ
ロ
ツ
ク
ぐ
悔

勝
争
い
が
展
脚
さ
れ
δ
し
た
。

　
成
績
の
乃
は
大
変
多
．
∈
の
ヲ
ー

ム
が
参
加
し
た
面
川
地
〆
勢
が
強

く
、
ど
の
フ
ロ
ッ
ワ
で
も
上
位
を

占
め
て
し
ま
い
ま
し
た
、

　
ま
た
、
途
中
σ
、
狛
わ
れ
た
．
予
供

た
ち
の
ジ
や
ン
ク
ン
大
会
。
肝
資

同
様
、
保
自
園
児
が

仙
と
な
り

関
係
者
を
嶽
ば
拶
ぴ
し
た
。

▼
成
　
績

◎
男
女
混
合
ノ
ロ
ツ
ク

一
位
　
頭
川
第

川
～
ー
ム

も
　
募
月
鋳
二
矧
ブ
ー
∠

・
葡
　
な
ん
と
か
な
る
さ
チ
ー
ム

＠
々
朝
ブ
ロ
ツ
ク

一
位
　
踊
る
ボ
ン
ポ
」
リ
ン

　
位
　
穿
川
第

珊
チ
ー
ム

ニ
位
　
浦
田
B
チ
ー
ム

＠
フ
ァ
、
、
リ
ー
ブ
ロ
ツ
ク

一
柏
　
r
鰍
池
C
チ
ー
ム

帝
　
藤
目
く

ハ
臼
チ
ー
ム

　

Ω
　
ト
フ
ァ
イ
タ
1
ズ
チ
ー
ム

▽
シ
）
ン
つ
ン
汰
ハ
ム

檀
　
滞
沢

久
君
（
猪
之
名
）

⑨
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5
一
年
で
も
早
い
完
成
を
！

上
蝦
池
大
橋
安
全
祈
願
祭

　
冬
期
問
の
安
全
遇
路
確
保
の
ル

め
」
事
が
追
め
う
れ
て
い
る
”
川

道

印
川
士
鰍
池
線
”
の
入
橋
建
紗

現
場
で
、
八
月
二
＋
閃
目
、
辿
勝

莉
潟
県
道
路
維
持
課
侵
や
川
長
、

地
九
関
係
者
及
び
請
負
業
占
ら
　
‘

卜
名
が
出
篇
し
て
、
」
串
の
安
↑

袖
願
祭
が
行
わ
れ
ま
し
ノ
。

　
現
在
］
事
は
上
鰍
池
部
君
内
の

道
路
拡
幅
が
行
わ
れ
て
お
り
詠
d

りσれ大　のど r、ガo　『1）た　梶㌔　こ　　3づ　1斗i上　　＼

　〔｛1『お螺の／算地鰍ぐ）
　杉、！に設⊥，（で買池肩

　1なへ串付収側噂　1自1煮）（7）に才）／デ＼一ノ　1
　1／ll』1尺 　（1、オ～　　畠ぢD簡▽

　通（τ氷　』）・素　＼ラ》シ1 拷
　力dが（π弓，（）（ノ）入
　1∴／才ill沓（玉　　（）．1，↓槍，
　／　　　4あ　ジ　　（ ）台楚（ノ．）
　イ～ノ　IH＼㍉　　ノノ　1　植、
　」　弓　（、cr　　戸11Dll却

　
　
　
＼
、

＼
，
＼
ぎ
塵

　
　
　
　
－
“
｝
纏

今年の雪はちょっと少なめ？

勤
かまくら塾““真夏

轟轟饗魁灘試藍総離藩。．
本年度より東川、上鰐池間の大橋工事が着工され

ます．今回は橋脚部分の基礎工事が行われます
（東川側での祈願祭）

6
秋
だ
、
祭
り
だ
、
豊
年
だ
！
各
地
で
に
ぎ
や
か
に

　
今
蘇
は
の
盆
亭
渦
ぎ
て
も
勝
し

い
需
さ
が
続
き
び
し
た
．
で
も
、

そ
の
ゐ
か
け
ご
稲
伯
の
乃
は
順
個

に
遼
み
、
例
η
よ
り

週
問
は
ど

成
自
が
｝
ま
つ
C
い
る
林
～
ぐ
弓
、

　
町
内
で
は
、
本
確
的
な
収
穫
を

前
に
秋
察
り
を
行
つ
朗
が
多
い
よ

ρ
で
弓
が
、
ハ
θ

十
去
H
の
佃

に
は
町
内
の
ト
ッ
ブ
を
き
っ
て
湯

出
神
タ
察
が
神
社
境
内
で
賂
や
か

に
間
件
さ
れ
ま
し
た
。
ダ
乃
八
時

よ
り
開
演
さ
れ
た
舞
台
で
は
、
神

顧綿黙．幅
　　　　　二〆

楽
保
存
く
ム
の
鴇
さ
ん
る
中
心
に
、

保
自
園
児
や
学
甘
・
婦
入
会
の
旨

さ
ん
が
踊
り
や
劇
な
ざ
為
次
々
8

披
露
し
、
拘
論
買
ぐ
ま
C
祭
り
あ
楽

－
U
σ
、
歪
　
ノ

－
け

し
／
　
　
し
　
し
し
λ

　
『
司
八
H
は
入
水
趨
部
詑
の
不

勅
初
築
が
脅
後
四
時
よ
り
、
入
舳

も
高
煉
に
祭
っ
C
あ
る
不
勅
楳
の

－
朔
σ
』
ー
）
～
よ
　
ノ
・

⊥
r
　
　
／
f
才
矛
二
（
し
プ
ヘ
、

　
．
」
の
察
り
．
C
も
部
落
角
応
の
告

さ
ん
に
よ
る
大
溺
芸
大
会
が
坤
び

物
で
、
雨
が
降
っ
て
も
大
ソ
迭
な

今年で22回目を迎えた湯山神楽祭

獅子舞の熱演に大きな拍手が贈られる

　期厩鶉撚ワ『●「，州r脚㌧囚

・
馨
蒙
複
碍
繋
圧
蓼
ぞ

よ
う
、
に
竹
ら
れ
た
牡
設
ス
プ
ー
ジ

σ
は
色
ダ
な
芸
が
披
密
さ
れ
、
翼

び
つ
た
部
落
の
皆
さ
ん
を
卒
し
ま

」
ぐ
、
圭
－
．
。

＋
1
　
　
し
　
（
し
λ

　
今
臼
、
趣
の
深
由
会
に
対
し
、

自
治
宝
く
じ
還
几
宇
業
（
」
』

1

…
ソ
ィ
ー
宇
業
）
に
よ
つ
r

㎜
白

乃
円
が
補
助
さ
れ
8
し
た
。
深
串

会
で
は
ご
の
補
助
愈
右
利
用
し
．
（

吝
饗

設
備
や
神
弊
の
面
な
ど
を
整

僻
し
、
当
日
部
落
の
皆
さ
ん
に
披

露
し
ま
し
た
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

儀

天水越の不動様の祭りも盛大に！

自治宝くじの助成を受け設備も充実しました

　
浦
田
豪
雪
塾
シ
リ
ー
ズ
の
夏
編

と
い
え
る
”
真
夏
か
ま
く
ら
塾
”

が
、
今
年
も
八
月
四
H
～
六
目
に

か
け
て
開
か
れ
、
東
京
の
家
族
連

れ
を
中
心
に
圧
卜
名
程
が
参
加
し

ま
し
た
。

　
肖
、
へ
夏
に
行
わ
れ
る
こ
の
か
ま
く

ら
塾
も
今
回
で
四
回
H
を
迎
え
、

す
っ
か
り
一
常
連
の
方
も
川
来
た
よ

う
で
す
。

　
四
H
の
午
後
、
浦
…
に
到
着
し

た
皆
さ
ん
は
、
さ
っ
そ
く
渋
海
川

に
人
っ
て
の
川
遊
び
で
す
。
魚
つ

り
や
魚
つ
か
ま
え
を
し
た
り
、
都

会
で
は
な
か
な
か
体
験
で
き
な
い

遊
び
を
み
ん
な
で
楽
し
み
よ
し
た
。

　
翌
日
は
中
原
の
奥
に
冬
か
ら
貯

蔵
し
て
お
い
た
巾
，
の
場
所
へ
集
合

し
、
弔
酵
の
L
で
の
ゲ
ー
ム
や
ス
イ

カ
割
り
な
ど
、
冷
た
さ
を
必
死
に

こ
ら
え
な
が
ら
み
ん
な
で
遊
び
ま

し
た
。
今
年
は
春
か
ら
夏
に
か
け

て
猛
暑
の
目
が
多
か
っ
た
せ
い
か
、

残
っ
て
い
る
雪
の
量
が
少
な
め
だ

っ
た
の
で
す
が
、
そ
れ
で
も
都
会

の
人
た
ち
は
大
感
激
、
い
つ
ま
で

も
雪
の
感
触
を
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。
　
最
後
の
日
と
な
っ
た
六
日
は
、

米
の
消
費
拡
大
運
動
も
兼
ね
て
の

コ
シ
ヒ
カ
リ
を
使
っ
た
寿
司
づ
く

り
に
挑
戦
。
お
い
し
い
米
で
思
い

思
い
の
お
に
ぎ
か
や
寿
司
を
に
ぎ

っ
て
も
ら
い
、
お
昼
に
み
ん
な
で

食
べ
ま
し
た
。
こ
の
企
画
も
大
変

好
評
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　
夏
休
み
の
自
然
体
験
、
参
加
し

て
く
れ
た
子
供
た
ち
に
は
大
変
思

い
出
に
残
る
、
今
回
の
か
衷
ぐ
か

熟
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
胸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
望
自

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

態

「そこだ打て～」　「残念

雪の上でハダシになって‘

会大雪上つな

幽．．．蜜黛

ヤ
鰍
鞭躍

．

．
’
．

“雪上すもう大会、

「負ければ冷めたいぞ」との声が飛ぶ

子供たちは雪が大好き、「来てよかった」

1薦犠薄
．瀕　 譲

鷲圏残

o

、
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ま
C
祭
り
あ
楽

－
U
σ
、
歪
　
ノ

－
け

し
／
　
　
し
　
し
し
λ

　
『
司
八
H
は
入
水
趨
部
詑
の
不

勅
初
築
が
脅
後
四
時
よ
り
、
入
舳

も
高
煉
に
祭
っ
C
あ
る
不
勅
楳
の

－
朔
σ
』
ー
）
～
よ
　
ノ
・

⊥
r
　
　
／
f
才
矛
二
（
し
プ
ヘ
、

　
．
」
の
察
り
．
C
も
部
落
角
応
の
告

さ
ん
に
よ
る
大
溺
芸
大
会
が
坤
び

物
で
、
雨
が
降
っ
て
も
大
ソ
迭
な

今年で22回目を迎えた湯山神楽祭

獅子舞の熱演に大きな拍手が贈られる

　期厩鶉撚ワ『●「，州r脚㌧囚

・
馨
蒙
複
碍
繋
圧
蓼
ぞ

よ
う
、
に
竹
ら
れ
た
牡
設
ス
プ
ー
ジ

σ
は
色
ダ
な
芸
が
披
密
さ
れ
、
翼

び
つ
た
部
落
の
皆
さ
ん
を
卒
し
ま

」
ぐ
、
圭
－
．
。

＋
1
　
　
し
　
（
し
λ

　
今
臼
、
趣
の
深
由
会
に
対
し
、

自
治
宝
く
じ
還
几
宇
業
（
」
』

1

…
ソ
ィ
ー
宇
業
）
に
よ
つ
r

㎜
白

乃
円
が
補
助
さ
れ
8
し
た
。
深
串

会
で
は
ご
の
補
助
愈
右
利
用
し
．
（

吝
饗

設
備
や
神
弊
の
面
な
ど
を
整

僻
し
、
当
日
部
落
の
皆
さ
ん
に
披

露
し
ま
し
た
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

儀

天水越の不動様の祭りも盛大に！

自治宝くじの助成を受け設備も充実しました

　
浦
田
豪
雪
塾
シ
リ
ー
ズ
の
夏
編

と
い
え
る
”
真
夏
か
ま
く
ら
塾
”

が
、
今
年
も
八
月
四
H
～
六
目
に

か
け
て
開
か
れ
、
東
京
の
家
族
連

れ
を
中
心
に
圧
卜
名
程
が
参
加
し

ま
し
た
。

　
肖
、
へ
夏
に
行
わ
れ
る
こ
の
か
ま
く

ら
塾
も
今
回
で
四
回
H
を
迎
え
、

す
っ
か
り
一
常
連
の
方
も
川
来
た
よ

う
で
す
。

　
四
H
の
午
後
、
浦
…
に
到
着
し

た
皆
さ
ん
は
、
さ
っ
そ
く
渋
海
川

に
人
っ
て
の
川
遊
び
で
す
。
魚
つ

り
や
魚
つ
か
ま
え
を
し
た
り
、
都

会
で
は
な
か
な
か
体
験
で
き
な
い

遊
び
を
み
ん
な
で
楽
し
み
よ
し
た
。

　
翌
日
は
中
原
の
奥
に
冬
か
ら
貯

蔵
し
て
お
い
た
巾
，
の
場
所
へ
集
合

し
、
弔
酵
の
L
で
の
ゲ
ー
ム
や
ス
イ

カ
割
り
な
ど
、
冷
た
さ
を
必
死
に

こ
ら
え
な
が
ら
み
ん
な
で
遊
び
ま

し
た
。
今
年
は
春
か
ら
夏
に
か
け

て
猛
暑
の
目
が
多
か
っ
た
せ
い
か
、

残
っ
て
い
る
雪
の
量
が
少
な
め
だ

っ
た
の
で
す
が
、
そ
れ
で
も
都
会

の
人
た
ち
は
大
感
激
、
い
つ
ま
で

も
雪
の
感
触
を
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。
　
最
後
の
日
と
な
っ
た
六
日
は
、

米
の
消
費
拡
大
運
動
も
兼
ね
て
の

コ
シ
ヒ
カ
リ
を
使
っ
た
寿
司
づ
く

り
に
挑
戦
。
お
い
し
い
米
で
思
い

思
い
の
お
に
ぎ
か
や
寿
司
を
に
ぎ

っ
て
も
ら
い
、
お
昼
に
み
ん
な
で

食
べ
ま
し
た
。
こ
の
企
画
も
大
変

好
評
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　
夏
休
み
の
自
然
体
験
、
参
加
し

て
く
れ
た
子
供
た
ち
に
は
大
変
思

い
出
に
残
る
、
今
回
の
か
衷
ぐ
か

熟
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
胸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
望
自

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

態

「そこだ打て～」　「残念

雪の上でハダシになって‘

会大雪上つな

幽．．．蜜黛

ヤ
鰍
鞭躍

．

．
’
．

“雪上すもう大会、

「負ければ冷めたいぞ」との声が飛ぶ

子供たちは雪が大好き、「来てよかった」

1薦犠薄
．瀕　 譲

鷲圏残

o

、
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’
一
“
窄
－
釜
一
、
マ

弱
者
更
生
施
設
あ
か
ね
会
－
な
か

ま
の
家
」
を
訪
問
し
て
、
牛
乳
パ

ッ
ク
の
再
利
川
に
よ
る
紙
す
き
加

工
を
見
学
し
て
、
ハ
ガ
キ
・
便
篭

の
丁
す
き
実
習
を
行
っ
て
参
り
長

し
た
。

　
「
な
か
ま
の
家
　
は
、
人
勢
の

職
員
と
ト
九
歳
か
ら
κ
卜
歳
ま
で

の
八
十
名
が
人
所
し
て
、
そ
れ
ぞ

れ
に
適
し
た
作
業
の
中
で
史
生
に

一
簑
も
榊
＝

”
ん
で
お
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
視
察
で
は
，
集
め
て
役

に
壷
て
た
い
」
か
ら
史
に
「
丁
づ

く
り
を
楽
し
む
」
余
裕
を
学
び
、

牛
乳
パ
ッ
ク
回
収
活
動
と
の
関
連

か
ら
的
を
射
て
お
り
、
よ
い
児
学

と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
後
、
昼
食
会
場
に
移
っ
て

午
後
は
－
今
年
度
事
業
の
反
省
と

後
半
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
し
じ

つ
く
り
話
し
合
い
を
持
ち
ま
し
た
。

　
当
初
は
こ
の
リ
ー
ダ
ー
研
修
々
、
、

　荏

　審
縞ぐ1

なかまの家で牛乳パックを利用して

の紙すきをやってみる役員の皆さん
6

先
進
地
塩
沢
婦
人
会
に
交
流
会
を

申
し
込
み
交
渉
い
た
し
ま
し
た
力

日
程
が
か
み
合
わ
ず
や
む
な
く
変

．
史
し
ま
し
た
。
前
も
っ
て
文
潜
を

出
し
ま
し
た
部
落
婦
人
会
．
長
さ
ん

方
は
、
人
数
の
関
係
で
茨
、
．
加
い
た

だ
け
ず
深
く
お
詫
び
い
た
し
ま
す
，

牛
乳
パ
ッ
ク
の
回
収

　
状
況
に
つ
い
て

　
八
月
の
牛
乳
パ
ッ
ク
の
回
収
は

一
八
κ
キ
ロ
、
初
回
の
倍
に
近
い

バ
ッ
ク
を
集
め
て
も
ら
い
ま
し
た
。

、
こ
協
力
い
た
だ
い
た
家
庭
に
は
、

心
か
ら
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
、

　
こ
の
善
意
の
活
動
が
広
ま
っ
て
、

地
球
保
護
に
人
き
く
貢
献
で
き
る

　
や
ロ
で
や
　
　
　
　
　
　
の

と
右
じ
ま
づ

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
ダ
ン
ス

　
教
室
再
開

　
九
月
卜
目
よ
り
毎
週
月
曜
H
の

夜
、
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室
が
再
開

さ
れ
よ
す
。

　
若
い
婦
人
層
か
ら
楽
し
い
、
ス

マ
ー
ト
に
な
れ
る
、
肩
こ
り
も
治

る
一
石
三
鳥
と
喜
ば
れ
る
ダ
ン
ス

教
室
は
、
二
回
ロ
コ
ー
ス
に
津
南

町
の
人
日
悦
．
r
先
生
を
新
し
く
迎

え
て
、
レ
ッ
ス
ン
を
続
け
よ
す
。

町
内
の
．
層
こ
り
さ
ん
集
ま
っ
て
く

だ
さ
い
。

料
理
教
室
（
第
二
回
）

魚
の
お
ろ
し
方

　
前
回
は
r
づ
く
り
パ
ム
で
し
た

が
、
今
回
は
長
沢
忠
男
さ
ん
（
み

は
ら
し
ト
人
）
を
講
師
に
お
願
い

し
て
、
魚
の
お
ろ
し
方
を
習
い
ま

し
た
。

　
H
頃
、
　
一
匹
の
魚
か
ら
刺
身
に

す
る
な
ど
、
あ
ま
り
縁
の
な
い
婦

人
の
皆
さ
ん
で
す
が
、
長
沢
さ
ん

の
指
導
で
ア
ジ
・
サ
バ
・
ヒ
ラ
マ

サ
を
L
ヂ
さ
ば
け
る
？
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
刺
身
の
引
き

立
て
役
、
酒
落
た
ツ
マ
の
作
り
方

や
盛
り
つ
け
の
仕
方
に
は
、
参
加

し
て
良
か
っ
た
！
の
声
。
料
理
教

室
な
ら
で
は
の
奥
の
r
を
教
え
て

も
ら
い
ま
し
た
。

　
最
後
に
自
分
た
ち
で
作
っ
た
刺

身
を
試
食
、
苦
労
し
た
だ
け
に
最

高
の
美
味
し
さ
で
し
た
。

　
次
回
は
、
お
や
つ
作
り
に
挑
戦
。

ど
ら
尭
き
と
ク
ッ
キ
ー
を
み
ん
な

　
　
実

で
作
り
ま
す
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　お

、♂襲紐
　　　　ム
長沢さんを先生にお願いして、魚のおろし方を

習いました。試食が楽しみな料理教室

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
孝
孝

郡
美
術
展
開
催

　
郡
内
に
住
ん
で
い
る
方
た
ち
を

対
象
と
し
た
”
第
九
回
　
東
頸
城

郡
美
術
展
”
が
、
卜
月
卜
、
、
目
か

ら
ト
四
H
ま
で
の
三
口
問
、
松
代

町
総
合
体
育
館
で
開
催
さ
れ
豪
す
。

　
今
年
も
絵
画
、
彫
塑
・
r
芸
、

写
真
、
書
道
の
四
部
門
に
つ
い
て

作
品
を
公
募
し
ま
す
の
で
、
大
勢

の
方
か
ら
出
展
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
出
品
数
は
一
部

門
一
人
三
点
以
内
と
な
っ
て
い
ま

凶
「
二
、
函

づ、10

Q月

　12
　日
　　～

　14
　日
　ま

で

　
　
作
品
の
搬
人
は
、
レ
月
．
H
～

　
．
L
ー
）
目
り
こ
也
．
し
）
＼
￥
ー
覧
㌧
h
＼
、
）

　
！
ー
グ
冒
0
ー
　
ノ
σ
／
ノ
ー
二
獅
艮
－
　
才

　
持
ち
く
だ
さ
い
。
審
査
は
ト
月
九

　
日
、
午
前
中
に
次
の
審
査
委
員
の

　
方
々
に
ょ
っ
て
行
わ
れ
ま
す
，

　
・
絵
画
及
び
彫
塑
・
r
芸
部
門

　
　
村
山
　
陽
　
氏
（
県
美
術
家
連

　
　
　
　
　
　
　
　
　
盟
理
事
）

　
。
巨
誘
U
祁
円
。

　
　
早
川
　
素
秋
氏
（
日
本
書
道
教

▲
昨
年
の
郡
展
賞
よ
り

　
く

松代町

育
学
会
評
議
員
）

　
　
　
　
　
　
協
会
会
員
）

　
各
部
門
毎
に
優
秀
な
作
品
に
郡

展
賞
二
点
）
、
奨
励
賞
（
一
、
一
点
）

が
贈
ら
れ
ま
す
。

　
な
お
、
各
部
門
、
こ
と
に
大
き
さ
、

表
装
等
の
規
定
が
あ
り
ま
す
の
で
、

詳
し
い
事
は
松
之
山
町
公
民
館
へ

お
訪
ね
く
だ
さ
い
。
電
話
六
㌧
一

二
六
五
番
で
す
。

　
ド
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
ニ
　
　
　

・
写
ダ
音
ド

　
宮
ド
　
正
巳
氏
（
日
本
写
真
家

　
鳩
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
：
蕪

蕪雛鵜

難
難
麩
欝

臼
館
笥
室
髭
漏
木
多
食
鐙
琳
洞
墜

に
羨
寂
参
騎
名
嶺
爽
祠
・
、
、
・
優
・
・
畜
・

園　　
　
短
歌

遺
句
集
を
撫
づ
る
如
く
に
よ
み
す
す
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
君
の
言
葉
は
美
し
き
華

　
短
命
を
必
死
で
鳴
か
む
み
ん
諭
々
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
声
し
み
と
ほ
る
山
河
は
暑
し

　
う
っ
し
世
の
は
ら
か
ら
に
も
う
父
母
は
亡
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
語
り
か
け
て
は
墓
を
洗
へ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
　
谷
　
鈴
木
俊
一
（
栄
屋
）

　
　
　
俳
句

　
い
ち
に
ち
の
残
暑
凌
ぎ
て
露
天
風
呂

　
螢
火
の
ひ
と
つ
が
消
え
て
家
路
か
な

　
月
涼
し
客
を
送
り
て
門
に
仔
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
天
水
越
　
佐
藤
多
美
女

　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ル

　
十
二
支
の
石
燈
籠
に
苔
む
し
て

　
ト
ン
ボ
追
う
後
姿
の
う
り
ニ
ツ

　
背
を
ま
ろ
め
草
取
る
婆
に
陽
の
強
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
之
山
　
丸
山
ト
ミ
子

山
里
の
日
没
早
し
星
月
夜

水
着
あ
と
背
な
に
く
っ
き
り
日
焼
け
の
子

日
焼
け
顔
お
し
ろ
い
ぬ
り
て
村
芝
居

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
之
山
　
佐
藤
節
女

残
暑
と
は
名
ば
か
り
水
銀
最
高
に

垣
根
越
し
虫
追
う
ら
し
き
綱
二
つ

焚
火
跡
残
し
て
川
面
に
秋
の
色

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
之
山

井
部
朝
女

⑪

、
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こ
の
後
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先
進
地
塩
沢
婦
人
会
に
交
流
会
を

申
し
込
み
交
渉
い
た
し
ま
し
た
力

日
程
が
か
み
合
わ
ず
や
む
な
く
変

．
史
し
ま
し
た
。
前
も
っ
て
文
潜
を

出
し
ま
し
た
部
落
婦
人
会
．
長
さ
ん

方
は
、
人
数
の
関
係
で
茨
、
．
加
い
た

だ
け
ず
深
く
お
詫
び
い
た
し
ま
す
，

牛
乳
パ
ッ
ク
の
回
収

　
状
況
に
つ
い
て

　
八
月
の
牛
乳
パ
ッ
ク
の
回
収
は

一
八
κ
キ
ロ
、
初
回
の
倍
に
近
い

バ
ッ
ク
を
集
め
て
も
ら
い
ま
し
た
。

、
こ
協
力
い
た
だ
い
た
家
庭
に
は
、

心
か
ら
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
、

　
こ
の
善
意
の
活
動
が
広
ま
っ
て
、

地
球
保
護
に
人
き
く
貢
献
で
き
る

　
や
ロ
で
や
　
　
　
　
　
　
の

と
右
じ
ま
づ

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
ダ
ン
ス

　
教
室
再
開

　
九
月
卜
目
よ
り
毎
週
月
曜
H
の

夜
、
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室
が
再
開

さ
れ
よ
す
。

　
若
い
婦
人
層
か
ら
楽
し
い
、
ス

マ
ー
ト
に
な
れ
る
、
肩
こ
り
も
治

る
一
石
三
鳥
と
喜
ば
れ
る
ダ
ン
ス

教
室
は
、
二
回
ロ
コ
ー
ス
に
津
南

町
の
人
日
悦
．
r
先
生
を
新
し
く
迎

え
て
、
レ
ッ
ス
ン
を
続
け
よ
す
。

町
内
の
．
層
こ
り
さ
ん
集
ま
っ
て
く

だ
さ
い
。

料
理
教
室
（
第
二
回
）

魚
の
お
ろ
し
方

　
前
回
は
r
づ
く
り
パ
ム
で
し
た

が
、
今
回
は
長
沢
忠
男
さ
ん
（
み

は
ら
し
ト
人
）
を
講
師
に
お
願
い

し
て
、
魚
の
お
ろ
し
方
を
習
い
ま

し
た
。

　
H
頃
、
　
一
匹
の
魚
か
ら
刺
身
に

す
る
な
ど
、
あ
ま
り
縁
の
な
い
婦

人
の
皆
さ
ん
で
す
が
、
長
沢
さ
ん

の
指
導
で
ア
ジ
・
サ
バ
・
ヒ
ラ
マ

サ
を
L
ヂ
さ
ば
け
る
？
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
刺
身
の
引
き

立
て
役
、
酒
落
た
ツ
マ
の
作
り
方

や
盛
り
つ
け
の
仕
方
に
は
、
参
加

し
て
良
か
っ
た
！
の
声
。
料
理
教

室
な
ら
で
は
の
奥
の
r
を
教
え
て

も
ら
い
ま
し
た
。

　
最
後
に
自
分
た
ち
で
作
っ
た
刺

身
を
試
食
、
苦
労
し
た
だ
け
に
最

高
の
美
味
し
さ
で
し
た
。

　
次
回
は
、
お
や
つ
作
り
に
挑
戦
。

ど
ら
尭
き
と
ク
ッ
キ
ー
を
み
ん
な

　
　
実

で
作
り
ま
す
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　お

、♂襲紐
　　　　ム
長沢さんを先生にお願いして、魚のおろし方を

習いました。試食が楽しみな料理教室

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
孝
孝

郡
美
術
展
開
催

　
郡
内
に
住
ん
で
い
る
方
た
ち
を

対
象
と
し
た
”
第
九
回
　
東
頸
城

郡
美
術
展
”
が
、
卜
月
卜
、
、
目
か

ら
ト
四
H
ま
で
の
三
口
問
、
松
代

町
総
合
体
育
館
で
開
催
さ
れ
豪
す
。

　
今
年
も
絵
画
、
彫
塑
・
r
芸
、

写
真
、
書
道
の
四
部
門
に
つ
い
て

作
品
を
公
募
し
ま
す
の
で
、
大
勢

の
方
か
ら
出
展
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
出
品
数
は
一
部

門
一
人
三
点
以
内
と
な
っ
て
い
ま

凶
「
二
、
函

づ、10

Q月

　12
　日
　　～

　14
　日
　ま

で

　
　
作
品
の
搬
人
は
、
レ
月
．
H
～

　
．
L
ー
）
目
り
こ
也
．
し
）
＼
￥
ー
覧
㌧
h
＼
、
）

　
！
ー
グ
冒
0
ー
　
ノ
σ
／
ノ
ー
二
獅
艮
－
　
才

　
持
ち
く
だ
さ
い
。
審
査
は
ト
月
九

　
日
、
午
前
中
に
次
の
審
査
委
員
の

　
方
々
に
ょ
っ
て
行
わ
れ
ま
す
，

　
・
絵
画
及
び
彫
塑
・
r
芸
部
門

　
　
村
山
　
陽
　
氏
（
県
美
術
家
連

　
　
　
　
　
　
　
　
　
盟
理
事
）

　
。
巨
誘
U
祁
円
。

　
　
早
川
　
素
秋
氏
（
日
本
書
道
教

▲
昨
年
の
郡
展
賞
よ
り

　
く

松代町

育
学
会
評
議
員
）

　
　
　
　
　
　
協
会
会
員
）

　
各
部
門
毎
に
優
秀
な
作
品
に
郡

展
賞
二
点
）
、
奨
励
賞
（
一
、
一
点
）

が
贈
ら
れ
ま
す
。

　
な
お
、
各
部
門
、
こ
と
に
大
き
さ
、

表
装
等
の
規
定
が
あ
り
ま
す
の
で
、

詳
し
い
事
は
松
之
山
町
公
民
館
へ

お
訪
ね
く
だ
さ
い
。
電
話
六
㌧
一

二
六
五
番
で
す
。

　
ド
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
ニ
　
　
　

・
写
ダ
音
ド

　
宮
ド
　
正
巳
氏
（
日
本
写
真
家

　
鳩
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
：
蕪

蕪雛鵜

難
難
麩
欝

臼
館
笥
室
髭
漏
木
多
食
鐙
琳
洞
墜

に
羨
寂
参
騎
名
嶺
爽
祠
・
、
、
・
優
・
・
畜
・

園　　
　
短
歌

遺
句
集
を
撫
づ
る
如
く
に
よ
み
す
す
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
君
の
言
葉
は
美
し
き
華

　
短
命
を
必
死
で
鳴
か
む
み
ん
諭
々
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
声
し
み
と
ほ
る
山
河
は
暑
し

　
う
っ
し
世
の
は
ら
か
ら
に
も
う
父
母
は
亡
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
語
り
か
け
て
は
墓
を
洗
へ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
　
谷
　
鈴
木
俊
一
（
栄
屋
）

　
　
　
俳
句

　
い
ち
に
ち
の
残
暑
凌
ぎ
て
露
天
風
呂

　
螢
火
の
ひ
と
つ
が
消
え
て
家
路
か
な

　
月
涼
し
客
を
送
り
て
門
に
仔
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
天
水
越
　
佐
藤
多
美
女

　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ル

　
十
二
支
の
石
燈
籠
に
苔
む
し
て

　
ト
ン
ボ
追
う
後
姿
の
う
り
ニ
ツ

　
背
を
ま
ろ
め
草
取
る
婆
に
陽
の
強
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
之
山
　
丸
山
ト
ミ
子

山
里
の
日
没
早
し
星
月
夜

水
着
あ
と
背
な
に
く
っ
き
り
日
焼
け
の
子

日
焼
け
顔
お
し
ろ
い
ぬ
り
て
村
芝
居

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
之
山
　
佐
藤
節
女

残
暑
と
は
名
ば
か
り
水
銀
最
高
に

垣
根
越
し
虫
追
う
ら
し
き
綱
二
つ

焚
火
跡
残
し
て
川
面
に
秋
の
色

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
之
山

井
部
朝
女

⑪

、



、

ー
O
旨
ー

●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
き
ん

天
明
の
飢
鐘

　
天
明
三
（
｝
ヒ
八
一
．
一
）
年
浅
問

山
が
噴
火
し
、
諸
国
で
悲
惨
な
人

飢
饅
が
お
こ
っ
た
。
噴
煙
に
よ
り

天
候
が
不
順
に
な
り
、
天
明
八
年

ま
で
の
六
年
間
は
凶
作
続
き
と
な

っ
た
。
さ
ら
に
追
打
ち
を
か
け
る

よ
う
に
疫
病
が
大
流
行
し
死
者
を

増
大
さ
せ
た
。

　
松
之
山
の
村
々
で
も
凶
作
と
疫

病
で
多
数
の
死
者
を
出
し
て
い
る
。

図
は
天
明
二
年
～
八
年
ま
で
の
新

山
村
の
人
口
動
態
で
あ
り
、
天
男

四
年
に
は
村
人
の
約
八
分
の
一
に

あ
た
る
二
卜
人
が
死
亡
し
、
な
か

で
も
体
力
の
な
い
高
齢
者
の
割
合

い
が
非
常
に
高
い
。
こ
の
数
値
は

全
国
平
均
の
約
三
倍
に
あ
た
り
、

松
之
山
に
と
っ
て
飢
鱒
が
い
か
に

深
刻
で
あ
っ
た
か
示
し
て
い
る
。

　
機
械
化
・
化
学
肥
料
・
農
薬
等

が
利
用
さ
れ
る
現
代
農
業
で
も
、

山
問
天
水
田
が
多
い
松
之
山
町
の

平
均
反
収
は
約
七
俵
で
し
か
な
い
。

天
明
の
頃
の
平
均
反
収
は
平
年
作

で
二
俵
半
前
後
、
こ
れ
が
凶
作
に

な
る
と
一
俵
位
に
激
減
し
た
。

　
小
作
農
が
多
か
っ
た
の
で
収
穫

し
た
米
は
ほ
と
ん
ど
地
従
に
納
め
、

貧
農
層
は
粟
・
稗
さ
え
も
食
う
や

食
わ
ず
の
生
活
だ
っ
た
。
食
べ
ら

れ
る
か
ぎ
り
の
動
物
、
草
の
根
や

木
の
皮
な
ど
は
根
こ
そ
ぎ
食
い
つ

く
し
、
喰
べ
る
も
の
を
求
め
て
他

　
　
の
て
て
　
　
　
　
　
　
　
ら
の
　
こ

国
へ
袖
乞
い
（
物
乞
い
）
に
出
る

者
も
続
出
し
た
。
他
国
の
状
況
も

同
じ
で
、
流
浪
の
末
に
行
倒
れ
て

亡
く
な
る
者
も
多
か
っ
た
。

　
天
明
三
年
九
月
こ
の
惨
状
を
見

か
ね
た
幕
府
は
、
ワ
ラ
餅
の
製
法

書
を
代
官
所
を
通
じ
て
住
民
に
数

え
た
。
そ
の
製
法
を
次
に
示
す
。

①
生
ワ
ラ
を
お
よ
そ
半
日
間
水
に

　
浸
し
土
や
砂
を
洗
い
落
し
、
穂

　
の
部
分
は
捨
て
根
本
の
方
よ
り

　
細
か
に
刻
み
こ
れ
を
蒸
し
て
天

　
H
で
良
く
干
L
げ
る
。

②
干
L
げ
た
ワ
ラ
を
挽
臼
で
粉
末

　
に
し
、
こ
の
ワ
ラ
粉
↓
升
に
米

　
の
粉
二
合
程
を
人
れ
で
こ
ね
合

　
せ
餅
の
よ
う
に
す
る
。
米
の
粉

　
の
代
り
に
葛
の
粉
・
蕨
の
粉
・

　
小
麦
の
粉
を
交
ぜ
て
も
良
い
。

③
こ
の
ワ
ラ
餅
を
蒸
し
た
り
焼
い

　
た
り
し
て
、
塩
ま
た
は
味
噌
を

　
つ
け
て
食
べ
る
。

（
飢
鯉
H
本
史
よ
り
）

　
実
際
に
ワ
ラ
餅
が
食
べ
ら
れ
た

か
ど
う
か
は
定
か
で
な
い
が
、
こ

天明年間における新山村の人口動態

の
よ
う
な
触
轡
が
出
さ
オ
ノ
ぱ
ど

食
物
が
不
足
し
て
い
た
。

　
天
明
三
年
の
大
凶
作
は
完
全
な

天
災
で
六
月
の
大
雨
、
七
月
の
浅

問
山
の
噴
火
に
よ
る
H
照
不
足
、

夏
か
ら
秋
に
か
け
て
は
長
雨
で
冷

い
臼
が
続
き
、
昼
で
も
空
は
真
暗

で
家
の
中
で
は
明
り
を
つ
け
て
仕

年　　　号 西暦 戸数 男 女 計

年間死亡者数

合計男　　　女

天　明　2 1782 32 90 77 167 4　　　1 5
ノノ　　　3 1783 32 90 79 169 3　　　2 5
ノノ　　　4 1784 32 89 79 168 11　　　9 20
ノノ　　　5 1785 27 71 69 140 1　　　8 9
ノノ　　　6 1786 25 70 67 137 3　　　0 3
ノノ　　　7 1787 25 72 69 141 2　　　0 2
ノノ　　　8 1788 25 71 74 145 『

（宗門人別改帳より）

天明4年新山村の年齢別死亡者

0～10歳 11～20歳 21～30歳 31～40歳 41～50歳 51～60歳 61～
男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

1 1 0 1 1 0 0 0 2 2 3 0 4 5

事
を
し
て
い
た
。
村
々
で
は
年
貢

を
軽
減
し
て
も
ら
う
た
め
、
代
官

　
　
れ
か
い
か
き

所
に
願
書
を
提
出
し
役
人
か
ら
検

見
を
受
け
て
い
る
。

　
上
蝦
池
村
の
天
明
年
間
の
田
畑

に
係
る
年
貢
米
は
十
三
石
五
斗
七

升
で
あ
っ
た
が
、
天
明
三
年
だ
け

は
検
見
を
受
け
て
五
石
八
斗
一
升

に
軽
減
さ
れ
て
い
る
。
年
貢
割
附

状
に
は
七
石
七
斗
余
の
軽
減
理
由

と
し
て
、
虫
付
き
青
立
ち
皆
無
引

き
と
書
か
れ
て
い
る
。
虫
付
き
と

は
ウ
ン
カ
の
被
害
で
あ
り
、
青
立

ち
と
は
日
照
不
足
や
冷
害
に
よ
る

発
育
不
良
を
表
わ
し
て
い
る
。

　
江
戸
時
代
に
全
国
的
規
模
で
発

生
し
た
三
大
飢
饅
（
享
保
・
天
明

天
保
）
の
外
に
、
地
方
に
よ
っ
て

は
慢
性
的
に
お
き
て
い
た
。

　
松
之
山
は
山
間
豪
雪
地
で
あ
り

ち
　
み
　
　
　
ぺ

地
味
も
痩
せ
て
い
る
。
凶
作
が
即

飢
饅
に
つ
な
が
り
、
多
数
の
死
者

や
袖
乞
い
を
生
ん
で
き
た
。

　
飽
食
の
時
代
に
生
き
る
現
代
人

に
は
理
解
し
が
た
い
事
柄
で
あ
る

が
、
食
べ
ら
れ
る
も
の
は
何
で
も

食
べ
た
先
人
達
の
生
へ
の
ひ
た
む

き
な
姿
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が

で
き
る
。

　
　
　
（
文
責
　
佐
藤
　
仁
）

集集・お知らせ・募集・お知らせ・募募

わ
が
む
ら

わ
が
ま
ち

自
慢
の
逸
品
ま
つ
り

　
近
年
、
　
、
村
お
こ
し
　
　
、
一
村

一
品
運
動
」
と
名
付
け
ら
れ
た
地

域
活
性
化
の
た
め
の
特
産
品
づ
く

り
が
、
全
国
的
に
活
発
化
し
て
お

り
、
新
潟
県
に
お
い
て
も
市
町
村
・

商
工
団
体
・
農
協
等
が
様
々
な
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ソ
て
れ
ら
の
活
動
を
芝
援
し

し
い
特
産
”
…
の
販
路
開
拓
を
図
る

た
め
、
県
ヒ
催
で
，

が
ま
ち
白
慢
の
逸
品
上
っ
り

開
催
さ
れ
ま
す
。

　
県
内
各
地
域
の
市
川
村
か
ら
ハ

ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
特
川
品
が
展

．
小
即
売
さ
れ
る
ほ
か

．
ト
づ
く
り
実
演
、
ゾ
レ
ゼ
ン
ト
、

特
産
品
グ
ラ
ン
ゾ
リ
（
人
気
投
票
）

や
、
県
ド
の
ミ
ス
大
集
合
な
ど
楽

し
い
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
沢
山
に
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
松
之
由
か
ら
は
．
野
、
鳥
コ
ケ
シ
”

ヶ
ナ
メ
コ
・
マ
イ
タ
ケ
”
　
ヶ
ユ
キ

ゴミの提出は
　
　
P
●

　
　
で

」袋定指「

　指定袋制のゴミ収集の試行

期問が終わりましたので、9
月からは必ず指定袋で名前を

記入し、ゴミを排出してくだ
さい。

　指定袋の使用により自分の

ゴミには各自責任を持つて排

出し、周りに迷惑を生じない

ようご協力を願います。

　ゴミ袋販売店に松之山、三

松屋商店（電話6－2030）が
追加されましたので、連絡し
ます。

コ馳

禧
士霧

　斧
　萄

ビ
づ

！
●

不可燃
ついミ
置可実然
コ’亀ミ

電停

〉期　日
　1　　　　　Illl　　　1　μH　　＿

’特町　　まわ開芝
10月9日（火〉 　　　　つが拓援産品か　　　り　む　を　し

午前9時半～12時
Ill占　力｛　ら　　　　1　　ら　　1剰　　、

（ノ）展　バ　　　カ｛わ　る　耕

〉場　所 た　　▼　　　▼出チ

天水越の一部地域
ら　新jl易　　　会　展　力

是潟矧τ　　期　さ　ラ
非に　　　　　　れ＿
寄行新ら九まモ
つく潟二月すチて　f幾　I　l∫　i・二　　〇）

み会　　四　1一　”
てが人目日　　」）
く　あ和ま＿

一東北電力より一 だり新で木　　種
さ　ま潟　　　）　　　類
い　し　ノ苫　　　力・　　が
o

。　　▼が多量動 を　さ　中る

募練普出様科車職行ん学職県
集課通来なな整業いを及業内
対程課ま専ど備訓ま対び訓六
象　　程す門十科練す象商練力
　　　Q訓七　・校義　　　2　　　練種0に
務　　類　　をのAは
教　　）　　受科事機
育　　・　　けが務械

　　　　　　県平
　　　　　　立感
　　　　　　右＾　二二％呉撃壌弛　　同年
裂董騰　　等度
生さ来さ　　職

修　　専　　るあ科科
了　　修　　こ　り　・　・ 寡馨隻墾　業
者　　　i洲　　　　と　　’ン則　自 集皆月い　　訓

合近　　　　　　月　　　＿

　※．　．　．▼Q　．　　練
　　　　募　募普選　募　訓校
所し考　　集来集通考　　集来
へく・　期年対課H　㌍隆練
問は時　間三象程時　1用デ1生

瓢ノ訳’1隆1編二1∫所1謬募
ぎ剣謬青意護）皇吾1漂集
い職日でか　　卒 十ま　か業
o業i　　　　ら　　業 ．でら含
安　　　　十　　　者 日　　　十む

◎ ◎く開な’で　　　　　　一

劉糠齢議麟傑仁鴇行日
録交申例文十二日いまつ官県な　亘亘　、言青　　　　イヒ　ll寺　壬卜　日寺…

ど事・　　会よ十及
　　　　　政　無
。欝翁起　書料

故建　　館り月び
関・，没　　＿午七開
係業　　　小後　日　イ崔

おのに書　士　相
気無提二L軽料出会　業　談

等の　斜1矯揚．
’許　　、i我時＿所 に相す上　務　所お談る越
自可　　　室ま い所書支
動申　　　）で でを類部

■■■■■睡〔ト
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き
ん

天
明
の
飢
鐘

　
天
明
三
（
｝
ヒ
八
一
．
一
）
年
浅
問

山
が
噴
火
し
、
諸
国
で
悲
惨
な
人

飢
饅
が
お
こ
っ
た
。
噴
煙
に
よ
り

天
候
が
不
順
に
な
り
、
天
明
八
年

ま
で
の
六
年
間
は
凶
作
続
き
と
な

っ
た
。
さ
ら
に
追
打
ち
を
か
け
る

よ
う
に
疫
病
が
大
流
行
し
死
者
を

増
大
さ
せ
た
。

　
松
之
山
の
村
々
で
も
凶
作
と
疫

病
で
多
数
の
死
者
を
出
し
て
い
る
。

図
は
天
明
二
年
～
八
年
ま
で
の
新

山
村
の
人
口
動
態
で
あ
り
、
天
男

四
年
に
は
村
人
の
約
八
分
の
一
に

あ
た
る
二
卜
人
が
死
亡
し
、
な
か

で
も
体
力
の
な
い
高
齢
者
の
割
合

い
が
非
常
に
高
い
。
こ
の
数
値
は

全
国
平
均
の
約
三
倍
に
あ
た
り
、

松
之
山
に
と
っ
て
飢
鱒
が
い
か
に

深
刻
で
あ
っ
た
か
示
し
て
い
る
。

　
機
械
化
・
化
学
肥
料
・
農
薬
等

が
利
用
さ
れ
る
現
代
農
業
で
も
、

山
問
天
水
田
が
多
い
松
之
山
町
の

平
均
反
収
は
約
七
俵
で
し
か
な
い
。

天
明
の
頃
の
平
均
反
収
は
平
年
作

で
二
俵
半
前
後
、
こ
れ
が
凶
作
に

な
る
と
一
俵
位
に
激
減
し
た
。

　
小
作
農
が
多
か
っ
た
の
で
収
穫

し
た
米
は
ほ
と
ん
ど
地
従
に
納
め
、

貧
農
層
は
粟
・
稗
さ
え
も
食
う
や

食
わ
ず
の
生
活
だ
っ
た
。
食
べ
ら

れ
る
か
ぎ
り
の
動
物
、
草
の
根
や

木
の
皮
な
ど
は
根
こ
そ
ぎ
食
い
つ

く
し
、
喰
べ
る
も
の
を
求
め
て
他

　
　
の
て
て
　
　
　
　
　
　
　
ら
の
　
こ

国
へ
袖
乞
い
（
物
乞
い
）
に
出
る

者
も
続
出
し
た
。
他
国
の
状
況
も

同
じ
で
、
流
浪
の
末
に
行
倒
れ
て

亡
く
な
る
者
も
多
か
っ
た
。

　
天
明
三
年
九
月
こ
の
惨
状
を
見

か
ね
た
幕
府
は
、
ワ
ラ
餅
の
製
法

書
を
代
官
所
を
通
じ
て
住
民
に
数

え
た
。
そ
の
製
法
を
次
に
示
す
。

①
生
ワ
ラ
を
お
よ
そ
半
日
間
水
に

　
浸
し
土
や
砂
を
洗
い
落
し
、
穂

　
の
部
分
は
捨
て
根
本
の
方
よ
り

　
細
か
に
刻
み
こ
れ
を
蒸
し
て
天

　
H
で
良
く
干
L
げ
る
。

②
干
L
げ
た
ワ
ラ
を
挽
臼
で
粉
末

　
に
し
、
こ
の
ワ
ラ
粉
↓
升
に
米

　
の
粉
二
合
程
を
人
れ
で
こ
ね
合

　
せ
餅
の
よ
う
に
す
る
。
米
の
粉

　
の
代
り
に
葛
の
粉
・
蕨
の
粉
・

　
小
麦
の
粉
を
交
ぜ
て
も
良
い
。

③
こ
の
ワ
ラ
餅
を
蒸
し
た
り
焼
い

　
た
り
し
て
、
塩
ま
た
は
味
噌
を

　
つ
け
て
食
べ
る
。

（
飢
鯉
H
本
史
よ
り
）

　
実
際
に
ワ
ラ
餅
が
食
べ
ら
れ
た

か
ど
う
か
は
定
か
で
な
い
が
、
こ

天明年間における新山村の人口動態

の
よ
う
な
触
轡
が
出
さ
オ
ノ
ぱ
ど

食
物
が
不
足
し
て
い
た
。

　
天
明
三
年
の
大
凶
作
は
完
全
な

天
災
で
六
月
の
大
雨
、
七
月
の
浅

問
山
の
噴
火
に
よ
る
H
照
不
足
、

夏
か
ら
秋
に
か
け
て
は
長
雨
で
冷

い
臼
が
続
き
、
昼
で
も
空
は
真
暗

で
家
の
中
で
は
明
り
を
つ
け
て
仕

年　　　号 西暦 戸数 男 女 計

年間死亡者数

合計男　　　女

天　明　2 1782 32 90 77 167 4　　　1 5
ノノ　　　3 1783 32 90 79 169 3　　　2 5
ノノ　　　4 1784 32 89 79 168 11　　　9 20
ノノ　　　5 1785 27 71 69 140 1　　　8 9
ノノ　　　6 1786 25 70 67 137 3　　　0 3
ノノ　　　7 1787 25 72 69 141 2　　　0 2
ノノ　　　8 1788 25 71 74 145 『

（宗門人別改帳より）

天明4年新山村の年齢別死亡者

0～10歳 11～20歳 21～30歳 31～40歳 41～50歳 51～60歳 61～
男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

1 1 0 1 1 0 0 0 2 2 3 0 4 5

事
を
し
て
い
た
。
村
々
で
は
年
貢

を
軽
減
し
て
も
ら
う
た
め
、
代
官

　
　
れ
か
い
か
き

所
に
願
書
を
提
出
し
役
人
か
ら
検

見
を
受
け
て
い
る
。

　
上
蝦
池
村
の
天
明
年
間
の
田
畑

に
係
る
年
貢
米
は
十
三
石
五
斗
七

升
で
あ
っ
た
が
、
天
明
三
年
だ
け

は
検
見
を
受
け
て
五
石
八
斗
一
升

に
軽
減
さ
れ
て
い
る
。
年
貢
割
附

状
に
は
七
石
七
斗
余
の
軽
減
理
由

と
し
て
、
虫
付
き
青
立
ち
皆
無
引

き
と
書
か
れ
て
い
る
。
虫
付
き
と

は
ウ
ン
カ
の
被
害
で
あ
り
、
青
立

ち
と
は
日
照
不
足
や
冷
害
に
よ
る

発
育
不
良
を
表
わ
し
て
い
る
。

　
江
戸
時
代
に
全
国
的
規
模
で
発

生
し
た
三
大
飢
饅
（
享
保
・
天
明

天
保
）
の
外
に
、
地
方
に
よ
っ
て

は
慢
性
的
に
お
き
て
い
た
。

　
松
之
山
は
山
間
豪
雪
地
で
あ
り

ち
　
み
　
　
　
ぺ

地
味
も
痩
せ
て
い
る
。
凶
作
が
即

飢
饅
に
つ
な
が
り
、
多
数
の
死
者

や
袖
乞
い
を
生
ん
で
き
た
。

　
飽
食
の
時
代
に
生
き
る
現
代
人

に
は
理
解
し
が
た
い
事
柄
で
あ
る

が
、
食
べ
ら
れ
る
も
の
は
何
で
も

食
べ
た
先
人
達
の
生
へ
の
ひ
た
む

き
な
姿
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が

で
き
る
。

　
　
　
（
文
責
　
佐
藤
　
仁
）

集集・お知らせ・募集・お知らせ・募募

わ
が
む
ら

わ
が
ま
ち

自
慢
の
逸
品
ま
つ
り

　
近
年
、
　
、
村
お
こ
し
　
　
、
一
村

一
品
運
動
」
と
名
付
け
ら
れ
た
地

域
活
性
化
の
た
め
の
特
産
品
づ
く

り
が
、
全
国
的
に
活
発
化
し
て
お

り
、
新
潟
県
に
お
い
て
も
市
町
村
・

商
工
団
体
・
農
協
等
が
様
々
な
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ソ
て
れ
ら
の
活
動
を
芝
援
し

し
い
特
産
”
…
の
販
路
開
拓
を
図
る

た
め
、
県
ヒ
催
で
，

が
ま
ち
白
慢
の
逸
品
上
っ
り

開
催
さ
れ
ま
す
。

　
県
内
各
地
域
の
市
川
村
か
ら
ハ

ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
特
川
品
が
展

．
小
即
売
さ
れ
る
ほ
か

．
ト
づ
く
り
実
演
、
ゾ
レ
ゼ
ン
ト
、

特
産
品
グ
ラ
ン
ゾ
リ
（
人
気
投
票
）

や
、
県
ド
の
ミ
ス
大
集
合
な
ど
楽

し
い
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
沢
山
に
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
松
之
由
か
ら
は
．
野
、
鳥
コ
ケ
シ
”

ヶ
ナ
メ
コ
・
マ
イ
タ
ケ
”
　
ヶ
ユ
キ

ゴミの提出は
　
　
P
●

　
　
で

」袋定指「

　指定袋制のゴミ収集の試行

期問が終わりましたので、9
月からは必ず指定袋で名前を

記入し、ゴミを排出してくだ
さい。

　指定袋の使用により自分の

ゴミには各自責任を持つて排

出し、周りに迷惑を生じない

ようご協力を願います。

　ゴミ袋販売店に松之山、三

松屋商店（電話6－2030）が
追加されましたので、連絡し
ます。
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（ノ）展　バ　　　カ｛わ　る　耕
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天水越の一部地域
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つく潟二月すチて　f幾　I　l∫　i・二　　〇）
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てが人目日　　」）
く　あ和ま＿

一東北電力より一 だり新で木　　種
さ　ま潟　　　）　　　類
い　し　ノ苫　　　力・　　が
o

。　　▼が多量動 を　さ　中る

募練普出様科車職行ん学職県
集課通来なな整業いを及業内
対程課ま専ど備訓ま対び訓六
象　　程す門十科練す象商練力
　　　Q訓七　・校義　　　2　　　練種0に
務　　類　　をのAは
教　　）　　受科事機
育　　・　　けが務械

　　　　　　県平
　　　　　　立感
　　　　　　右＾　二二％呉撃壌弛　　同年
裂董騰　　等度
生さ来さ　　職

修　　専　　るあ科科
了　　修　　こ　り　・　・ 寡馨隻墾　業
者　　　i洲　　　　と　　’ン則　自 集皆月い　　訓

合近　　　　　　月　　　＿

　※．　．　．▼Q　．　　練
　　　　募　募普選　募　訓校
所し考　　集来集通考　　集来
へく・　期年対課H　㌍隆練
問は時　間三象程時　1用デ1生

瓢ノ訳’1隆1編二1∫所1謬募
ぎ剣謬青意護）皇吾1漂集
い職日でか　　卒 十ま　か業
o業i　　　　ら　　業 ．でら含
安　　　　十　　　者 日　　　十む

◎ ◎く開な’で　　　　　　一

劉糠齢議麟傑仁鴇行日
録交申例文十二日いまつ官県な　亘亘　、言青　　　　イヒ　ll寺　壬卜　日寺…

ど事・　　会よ十及
　　　　　政　無
。欝翁起　書料

故建　　館り月び
関・，没　　＿午七開
係業　　　小後　日　イ崔

おのに書　士　相
気無提二L軽料出会　業　談

等の　斜1矯揚．
’許　　、i我時＿所 に相す上　務　所お談る越
自可　　　室ま い所書支
動申　　　）で でを類部

■■■■■睡〔ト

⑰



⑦

ぎ珈熱伽君’
　　面才す　　宗

み左ホ0’
げたつ
5リ
ツ’て　　　〔ス、㌔

　　　　ト

y

副腱⑫　　　　　　示o沃。！㍗　　 ’
瀞

斐編㌶』資
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　つ驚．
　4、＿《

樺
り
蘂

膝
継

早朝野球リーグ終了
優勝は大樫チーム（湯山）
　5月中旬より、町内12の野球チームが参加して実施し

て来ました「早朝野球リーグ」がこの程終了し、大樫チ

ームが1（｝勝1敗」）好成績で優勝しました。

　12チーム総当り戦で行われたこの大会、1チームが11
試合を消化しなければならず、なかなか大変な大会です。

　成績の方は、10勝をあげた大樫チームが1位、9勝1

敗1分の高橋組チームが惜しくも2位、3位には6勝3
敗2分の松之山チームが、ベア．一ズAチームをわずかの

勝率差で抑え、3位となりました。

　この夏、町民グランドに待望ぴ）ナイター設備が完成し、

9月5日に点灯式が行われます。野球連盟では、この秋

ナイターでの試合を計画しています。

　早起きは苦手だけれど野球が大好きという方、来年か

らまた野球に参加し．てください。

おめでた（雌1）

花ちゃん　長沢久吉さんの長女（松之山）

凌ちゃん　伊藤淳一さんの長男（松之山）

お《鞄み（死亡》

布施トシさん　48歳（黒　倉）．上橋

佐藤イトさん　81歳（天水越）五兵工

福原サイさん　79歳（小　谷）孫甚

福原スイさん　75歳（小　谷）平田

　※8月1日～31日までの届出分です

（生年川D
2・8・2

2・8・12

（死亡年月日）

2・8・1

2・8・2

2・8・21
2・8・29

黒
が
生
き
る
に
は
。
ソ
ト
コ
ロ
を
広
げ
る
　
か

「
眼
形
の
急
所
に
打
つ
し
か
ど
ち
ら
か
で
す
。

）
の
場
合
は
、
黒
1
と
眼
夕
、
、
一
つ
に
分
け
る
急
所

一
．
ー
）
）
、
、
、
．
．
、
〃
牛
ξ
r
9

』
才
〆
」
カ
d
角
’
「
一

陰

二●

で）6）翻鮎盤土
○●●●●○一十

正解者
　若井千代松さん（小　谷）

　久保田光栄さん（天水島）

詰碁の解答を募集しでいます。

正解者には粗品を進呈。

井
韓
●
．
犠

　
十
－
丁
十
●
　
『

士
士
畿

　
汁
ユ
4
2

　
　
　
　
　
亙
四
三
…
、
一

8
月
号
の
答
え
「

　イロハニホヘトチリヌ
黒先白死（3手まで）

　　　　　手順が人切です。

脚
有
段
を
め
ざ
し
て

9月25日までにハガキなどで広報担当まで。

濃7

難工事で苦しむ鍋立山トンネル（松代入口）
　澄

　　ド＼、．

　　　、、考
ヤ　．魁

一

o

皆さんからのお便りをお待ちして
います。お便りのない川封筋ノ，ウで企画

して掲載しています。役場，議会‘拝務1，，）まで

　
北
越
北
線
は
六
日
町
よ
り
犀
潟

ま
で
の
延
．
長
五
九
・
四
㎞
を
走
る

列
車
と
し
て
、
昭
和
、
．
一
ト
」
年
に

計
画
が
川
来
、
実
際
r
嘱
に
翫
有
r

し
た
の
が
昭
和
四
卜
三
年
の
事
で

し
た
。
し
か
し
、
多
額
の
赤
字
を

か
か
え
て
い
た
国
鉄
は
、
建
設
費

と
採
算
而
を
理
山
に
昭
和
κ
卜
κ

年
卜
、
、
月
に
に
事
を
中
断
、
事
実

L
凍
結
さ
れ
、
r
事
再
開
の
め
ど

も
た
た
な
い
状
態
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
沿
線
卜
L
市
町
村
の
強

い
。
要
望
に
よ
っ
て
昭
和
κ
卜
九
年
、

第
．
．
一
セ
ク
タ
ー
と
い
う
形
で
r
事

が
再
開
さ
れ
、
魚
沼
と
L
越
を
結

ぶ
人
切
な
列
車
と
し
て
．
肖
び
注
目

を
集
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
し
か
も
、
．
平
成
．
兀
年
．
月
に
は

開
業
重
定
は
、
平
成
八
年
度

こ
の
路
線
を
高
規
格
化
し
、
ス
ー

パ
ー
特
急
と
い
う
よ
う
な
高
速
列

躯
を
走
ら
せ
る
事
が
決
ま
り
、
そ

の
分
開
業
は
遅
れ
る
も
の
の
地
．
瓦

の
期
待
は
益
々
大
き
く
な
り
ま
し

た
。　
現
在
、
全
路
線
の
九
六
％
の
川

地
取
得
が
済
ん
で
い
る
ほ
か
、
九

〇
％
で
路
般
…
r
事
が
完
成
、
ま
た

は
r
事
中
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
山
間
豪
雪
地
を
通
る
た
め
こ
の

北
越
北
線
に
は
ト
ン
ネ
ル
が
大
変

多
く
、
人
小
卜
四
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
延
長
は
約
四
〇
㎞
と
全
延
長

の
約
七
〇
％
が
ト
ン
ネ
ル
と
い
う

ま
る
で
地
ド
鉄
の
よ
う
な
鉄
道
と

、
．
口
え
ま
す
。

　
質
問
の
鍋
立
山
ト
ン
ネ
ル
（
松

代
～
大
島
問
）
は
、
延
．
長
が
九
、

一
，
し
m
で
．
一
番
目
に
、
長
い
ト
ン

　
北
越
北
線
の
開
通
、
．
」
れ
は
今

後
の
日
本
海
・
関
東
圏
を
結
ぶ
、
屯

要
路
線
と
な
り
、
圭
た
山
問
、
過

疎
地
で
あ
る
東
頸
の
前
途
を
占
う

．
人
矧
む
事
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
促
進
に
っ
い
て
は
期
成
同

盟
会
を
中
心
に
、
あ
ら
ゆ
る
努
力

を
屯
ね
．
レ
算
獲
得
に
関
係
者
は
束

奔
西
走
し
て
お
ら
れ
る
と
聞
い
て

お
り
玄
す
，

話
に
よ
り
玄
す
と
、
鍋
立
山
ト

ン
ネ
ル
［
事
が
L
質
が
悪
く
開
削

が
遅
れ
、
．
r
定
さ
れ
て
い
た
．
平
成

L
年
開
通
の
見
通
し
が
危
ぶ
ま
れ

て
い
る
と
か
聞
き
ま
す
が
、
今
後

の
開
通
の
見
透
し
に
つ
い
て
、
関

係
者
の
お
話
し
を
聞
か
せ
て
も
ら

え
れ
ば
と
思
い
圭
す
。

ネ
ル
で
す
。
こ
の
ト
ン
ネ
ル
は
昭

和
四
卜
八
年
に
掘
削
を
開
始
、
途

巾
四
年
問
休
み
ま
し
た
が
現
在
も

引
き
続
き
掘
削
中
で
ょ
。
こ
こ
の

、
r
事
を
こ
れ
だ
け
遅
ら
せ
て
い
る

原
因
は
非
常
に
悪
い
L
・
質
で
、
空

気
に
触
れ
る
と
膨
張
す
る
性
質
を

持
っ
て
い
る
た
め
、
大
塑
の
機
械

を
導
人
出
来
な
い
点
に
あ
り
ま
す

し
か
し
、
先
導
坑
の
未
掘
削
部
分

は
残
り
一
八
O

m
程
と
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
一
年
ち
k
っ
と
で
開

通
す
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
全
区
問
の
r
．
事
が
完
．
～
す
る
の

は
．
平
成
八
年
．
、
一
月
末
で
あ
り
、
営

業
開
始
は
．
平
成
八
年
度
巾
に
行
わ

れ
る
．
乎
定
で
す
。
駅
の
数
は
全
部

で
ト
．
．
。
列
唯
の
本
数
は
ロ
ー
カ

ル
が
一
H
．
』
O
往
復
、
ス
㌧
ハ
ー

特
急
が
．
H
∵
O
往
復
程
度
と
な

っ
て
お
り
ま
す
．

　
北
陸
新
幹
線
の
r
事
開
始
も
さ

さ
や
か
れ
る
中
、
湯
沢
か
ら
直
江

津
を
結
ぶ
こ
の
北
越
北
線
の
屯
要

性
が
、
ど
ん
ど
ん
高
ま
っ
て
来
る

も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
　
一
年
で
も

一
口
で
も
早
い
営
業
開
始
が
川
来

る
よ
う
努
力
し
て
い
る
所
で
す
。

　
（
話
、
H
本
鉄
道
建
設
公
団
松

　
　
　
　
代
建
設
所
）
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早朝野球リーグ終了
優勝は大樫チーム（湯山）
　5月中旬より、町内12の野球チームが参加して実施し

て来ました「早朝野球リーグ」がこの程終了し、大樫チ

ームが1（｝勝1敗」）好成績で優勝しました。

　12チーム総当り戦で行われたこの大会、1チームが11
試合を消化しなければならず、なかなか大変な大会です。

　成績の方は、10勝をあげた大樫チームが1位、9勝1

敗1分の高橋組チームが惜しくも2位、3位には6勝3
敗2分の松之山チームが、ベア．一ズAチームをわずかの

勝率差で抑え、3位となりました。

　この夏、町民グランドに待望ぴ）ナイター設備が完成し、

9月5日に点灯式が行われます。野球連盟では、この秋

ナイターでの試合を計画しています。

　早起きは苦手だけれど野球が大好きという方、来年か

らまた野球に参加し．てください。

おめでた（雌1）

花ちゃん　長沢久吉さんの長女（松之山）

凌ちゃん　伊藤淳一さんの長男（松之山）

お《鞄み（死亡》

布施トシさん　48歳（黒　倉）．上橋

佐藤イトさん　81歳（天水越）五兵工

福原サイさん　79歳（小　谷）孫甚

福原スイさん　75歳（小　谷）平田

　※8月1日～31日までの届出分です
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難鎌磁。　　　　　　　　　ボ㌧’瀬
　　　　　r塗　　　　　　　　羅　翻

耀鑑
　　　豊’．鱒
　　　薪亀　響

誕☆絶．．　　　　　　鞭．蟹馨懸
　とんぽつかまえ　　　　　　　花火をやっているところ　　　　　花火に行ってクワガタみつ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　けたよ

　　　　鋼　　　　　謎　　　　　ぢ、鑓

さとうゆうたくん（天火島・せぎ）　ひぐちちかこさん（湯本・つたや）　もとやまあきひろくん

一一一曝。一一読灘一・．舌「、、・一魚　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（湯本・原）

10月1日は
国勢調査の日です

O

0薗藝調査
　　総務庁統計局
数字から描く日本の

ゆめ・みらい

　　　　　一一

－
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、
「
「
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しゃべるで田んぽづくりしているところ　さとうたけしくん（天水越・東

▼
8
月
の
で
き
ご
と

4
日
　
真
夏
の
か
ま
く
ら
塾
（
浦

　
　
田
6
H
ま
で
）

m
H
　
　
輩
祓
八
バ
建
汎
双
禾
久
H
犬
バ

ー4

日
　
真
夏
の
牽
，
ま
つ
り
（
人
厳

　
　
寺
高
原
）

19

H
　
ミ
ニ
ベ
レ
ー
ボ
ー
ル
人
会

⑳
H
　
例
月
監
査

22
日
26

H
　
歩
け
歩
け
人
会
（
人
厳
寺
）

27

H
．
議
会
産
業
経
済
委
員
会

28

日
　
　
〃
総
務
民
生
　
〃

▼
9
月
の
予
定

5
日
　
町
民
グ
ラ
ン
ド
照
明
灯
点

　
　
灯
式
・
体
協
卜
周
年
記
今
心

　
　
大
会

7
口
　
人
権
相
談
（
セ
ン
タ
ー
）

18
日
　
　
瀧
峨
A
総
連
賞
口
禾
久
H
貝
八
ム

茄
日
　
9
月
｛
　
　
　
　
（
2
6
H
ま

　
　
で
の
弄
定
）

　
　
　
　
編
集
後
記

　
九
月
に
入
っ
て
も
三
〇
度
を
越

す
日
が
続
き
、
残
暑
が
厳
し
い
秋

と
な
り
ま
し
た
。
水
不
足
が
深
刻

な
所
で
は
カ
ン
カ
ン
と
照
り
つ
け

る
太
陽
が
、
腹
立
た
し
く
思
え
る

事
で
し
ょ
う
。

　秋よ

つ
り
も
終
り
、
農
家
に
と

っ
て
は
、
年
中
で
一
番
忙
が
し
い

時
期
と
な
り
ま
し
た
。
早
い
所
で

は
、
．
八
月
．
一
卜
日
頃
よ
り
稲
刈
り

を
始
め
て
い
ま
す
。
今
年
の
作
況

指
数
は
今
の
所
一
〇
二
で
、
や
や

良
と
い
う
事
で
す
。
ケ
ガ
な
ど
に

気
を
つ
け
て
農
作
業
に
励
ん
で
く

だ
さ
い
。

九
月
、
H
の
人
口

総
人
口
／
、
．
一
、
八
七
七
（
▲
八
）

　
　
男
／
一
、
八
九
六
（
▲
四
）

　
　
女
／
．
、
九
八
一
　
（
▲
四
）

■
世
帯
数
／
一
、
一
八
六
（
　
○
）

（
）
内
は
八
月
一
日
と
の
比
較

▲
は
減

広
報
ま
つ
の
や
ま
九
月
号

平
成
二
年
九
月
十
H
発
行

発
行
／
新
潟
県
松
之
山
町

　
　
　
智
六
⊥
二
二
一
二

編
集
／
議
会
事
務
局

土
曜
閉
庁
　
9
月
8
日
・
2
2
日
　
1
0
月
1
3
日
・
2
7
口

＊
出
生
．
死
亡
・
婚
姻
の
届
は
出
来
ま
す

詮
髭
象
懸
磁
麟
「
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「
セ
イ
ヤ
　
セ
イ
ヤ
」
の

掛
け
声
も
勇
ま
し
く

秋
ま
つ
り
の
お
み
こ
し
が

商
店
街
を
練
り
歩
く

　
　
　
　
し
き

今
年
は
粋
な
ハ
ッ
ピ
を

着
こ
ん
だ
女
性
も
加
わ
り

一
段
と
燃
え
た
松
之
山
部
落
の

秋
ま
つ
り
で
し
た
。

、


